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本
論
は
レ
ォ
シ
J

ル
ヲ
ス
の
M

値
論
の
解
糨
並
に
批
評
で
あ
る
0
小
敁
敎
贬
は
、
文
章
の
啦
縱
、
叙
述
の
拙
劣
言
顚
み
す
、
柿
1
1貴
賴
な
る 

時
問
^

削
い
て
御
校
幽
下
さ
つ
れ
。
未
熟
な
るE

下
生
^M

ま
る
ふ
の
厚
令
*

眞
1
!
感
謝
の
外
：i
t
t-
7
な
^
V
次
第
で
わ
る
。
煱
ほ
核
井
敎
受
、
赤
^
 

琢
磨
邛
は
本
稿
執
维
中
絕
へ
す
示
敎
激
勵
夺
賜
は
つ
た
。
併
せ
て
衷
心
ょ
り
謝
葸
_

す
も
の
.
で
あ
る
0

「

價

値
は
稍
々
漠
然
た
る
槪
念で
あ

る

。

經
濟
學
.に
關
す
.る
著
作
者
は
.、
時
々
是
に
ょ

.CV

明
，確
な
る
意
義
を
附
與
し 

や
ぅ
^
誠
み
て
、
例
へ
ば「

使
用
上
の
價
値」
及
び「

交
換
上
の
價
値」

の
如
き
、
樣
々
な
る
價
値
の
種
«
が
定
義
せ
ら 

れ
來
つ
た
。
然
し
^
ら
.是
等
諸
定
義
は
、一

般
に
嚴
密
ど
的
確
ど
の
缺
如
に
.惱
み
、
此
語
に
附
せ
ら
る
、ベ
き
帝
{義
に 

就
て
は
多
く
の
^
味
が
幾
つ
て
思
る」
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ス
タ
ン
レ
エ
，ジ
ぅ
デ
ン
ズ
は
脒
に
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<
、從
來
惯
用
の
價
値
な
る
辭
義
の
多
義
fi
t
味
に
し
て
非
科
學
的
な
る
事
を 

指
摘
し
て
®
る
。
彼
の
言
ふ
ビ
こ
ろ
に
從
ヘ
ば「

經
濟
學
i#
は
讃
漭
が
思
想
の
混
：同
に
®
ら
ざ
る
様
配
臌
す
る
を
常 

ど
す
る
が
、
余
の
信
中
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、
苟
も
價
値
な
る
語
を
使
用
す
ろ
限
り
-
著
者
も
®

#
も
々
に
セ
の
：
^
 

同
の
.危
險
を
避
く
る
事
は
到
底
出
來
な
い
。
八
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>は
常
に
此
の
點
に
就
き
戒
心
怠
ら
ざ
る
も
の
で
ぁ
る
!>
>
*
>猶
il
1:
々

に
し
てS

ら
此
の
渦
中
に
陷
沒
せ
る
事
を
發
兑
す
る
。
余
..は
如
何
な
_る
著
^
ビ
雖
も
決
し
て
此
の

馗

險

を
觅
れ
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も
の
な
しyj
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す
る
も
の
で
あ
る
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通
常
"價
値
な
る
語
は
少
ぐ
ビ
も(

一〕

使
用
上
の
價
値
バ
ー
ー

〕

#
1{
1
;苏
し
く
は
欲
求
の
强(

三)

交
換
比
率
な
る 

三
個
の
興
ろ
葸
義
に
浞
用
せ
ら
れ
て
®
る
0
經
濟
學
の
發
達
は
、
其
の
根
本
覜
念
：を
表
す
用
語
に
斯
く
の
如
き
混
亂 

.ぁ
る
限
り
は
盟
ん
で
も
得
ら
れ
ず
、
是
に
對
す
る
唯
一
の
根
本
救
濟
手
段
は
、
價
値
ビ
言
ふ
危
險
な
る
名
辭
を
'避
け
、 

個
々
の
場
合
に
つ
き
次
の
如
き
一
ニ
者
の
孰
れ
か
を
以
て
之
に
代
ふ
る
に
在
る」

ど
貢
ふ
。
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一
〕
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用
上
の
價
値
卩
總
效
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最
終
效
用
ヽ

ス
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ス
、
タ
カ
ア
ド
ォ
、
ミ
ル
等
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士
口
利
學
教
の
硏
究
對
象
ど
す
る
ど
こ
ろ
■は
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倚(ill)

交
換
比
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で
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つ
て
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値
な
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る
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定
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率
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換
せ
ら
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狀
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表
す
に
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も
の
で
あ
る
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ぺ
る
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故
に
全
然
價
値
な
る
用
語
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し
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換
比
率
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Exchange)

な
る
誤
解
の
惧
な
き
名
辭
を
以
て
之
に
代
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、
最
終
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に
據
つ
て
其
の
原
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を
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せ
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ど
す
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る
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ザ
ン
ヌ
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疋
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る
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に
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ン
ズ
.
 

ビ
3,
の
取
を一

に
し
て
居
る
.0
彼
は
價
値
な
る
名
辭
に
代
ふ
る
に
：交
換
價
値(valeur d

m
c
h
a
n
g
e
)

苦
し
ぐ
は§

3;̂

 

(prlx)

を
以
て
す
る
0
で
あ
る
。
S

W
而
し
て
彼
に
從
へ
ば
、
交
換
®
値
ビ
は
一
物
が
無
償
に
て
は
獲
得
譲
渡
せ
ら

m
l
l

十1

卷

2

七

I

三)

ロ
ー
ザ
ゾ
ヌ.學

箭

設

，考
レ
ナ
ソ
，
タ
少
ラ
ス.
 

第

十

二

號

ー

〇」



第

二

十

5
 

(
1

七

-四

y 

ロ

ー

ザ

ソ

ヌ

.學
派

則

設

潘

レ

ォ

ン

，

ソ

少

ヲ

ス 

第

卞

rl
l

l
一

つ

一

一

る
、
事
な
ぐ
、
他
物
に
對
し
或
る
比
率
最
を
以
て
賣
賞
授
受
さ
る
、
の
：性
質
.で
あ
るo

c
&
e
m
e
n
t
s

 

c
r
&
o
n
o
&
e

 POH- 

tique 

pure, 

I

ON
d
,
, I 9

〇
o, 

p. 

4
4
,

'§ 4

こ
斯
ぐ
の
如
ぐ
交
換
價
値
は
數
最
的
性
質
で
あ
つ
て
、
0
由
競
爭
の
下
に
、 

市
場
に
於
てS

：

ら
完
全
に
顯
る
、S

然
的
な
る
现
象
で
あ
々
、
他
物
を
以
て
計
り
た
る
一
物
の
平
衡
價
格
を
交
換
價 

値
の
比
率
^
定
義
し
、
價
格
は
交
換
さ
れ
た
る
數
觉
の
反
比
で 
あ
_る
ビ
菩
ふ
。

■

玆

'に
問

題

W

な

る

は

、

彼

の
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換

價

値

原
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論
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绀

衡
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で

あ

る
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る
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デ
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が

煨

終

效

用

を
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て

交

摘

比

率

の

原

因

を
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明

し

た

る
如

、
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足
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終
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度

)

を

以

て

價

格

の

M

M
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か
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觀

る
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此

の
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數
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的

精
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か

り

、

感

愤

又

は

意

思

め

强
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に
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係

し

、

心

理

的

過

程

の

評

究
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即
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言
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ラ
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が
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換

價

値

の

M
因

な

る

事

は

確
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で

あ

る」
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彼

が

今

：
：

1遍
ぐ
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|
:人
に

知

ら

る

、

.は
、

先
蹤V
ッ

セ

ン

、

並

に

ジ

fヲ
ン

ズ

、

メ

ン

ガ

I

s
共

に

價

値

論

上

に

*
 

せ

る

此

所

謂

コ

ベ

ル

--
-
力

：
ス

的

囘

轉

の

爲

め

で

あ

つ

た

。

平

衡

價

格

論

に

從

へ

ば

(

殊

に

其

の

；

般

的

平

衡

論

に

於

 

.て)

w

m作

値
，じ

;r
.:J
は

剖
^

「

fe
KC
ri
<
な
る
一

價

格

」

で

あ

つ

て

、

價

.
値

を

 
一

«
の

M
防

.に

.求
め

や
ぅ
ビ
す

る

の

で

は

 

な

い

。

ラ

,
テ

は

經

濟

的

平

衡

の

一

要

因

に

過

ぎ

ざ

る

も

の

で

あ

つ

て

、

彼

は

_

«:
會

的

に

表

る

、

經

濟

的

平

衡

の

 

綜

合

现

象

を

理

解

し

且

之

を

證

明

せ

ん

V
J

す

A
Vの
で

あ

る

。

即

ち

言

ふ

ー

「

理

論

上

經

濟

問

題

り

總

て

の

朱

知

數

は

 

經

濟

的

平

衡

の

一

切

の

方

程

式.に依據す，
る

」

ど。

.
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然

ら

ば

.、
A
は

B
を

決

定

し

、

£
は

€
を

決

定

す

？

言

ふ

が

如

き

個

別

的

、

連

續

的

M

m
論(successive causation) 
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相
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の
歡
明
ど
は
、
孰
れ
が 

論
理
的
;1
E
確
ビ
搬
充
發
展
の
可
能
性
ビ
を
有
し
て
®
る

炉

。

本
稿
の
論
旨
は
此
の
問

の
m

,a
を

0
f
.
る

ビ

典

に

、

ロ 

ー

ザ

ン

ヌ

學

派

剑

設
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ミ

し

て

の

彼

の

而
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ら

し

め

ん
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す

る
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る
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界
效
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}
.か
示
す
1-
3
这
6

(

#
少
性
>
な
る
名
辭
4>
以
て
し
た
る
は
、
欲
望W

財
货
の
在
在
觉W

の
關
係
^
示
す
稀
小
ノ 

牲
じ
侬
つ
てV

眼
界
效
/I
I
U教
^
的
溢
親
^
附
與
せ
ん
が
爲
で
ゎ
つ
?:
。此
の
點
ゴ
タ
セ
ゾ
流
の
效
;|
1
論
ミ
太
1
ギ
ュ
ス
ト
*
^
ル
リ
ス
の
稀
少
性 

論W

か
綜
合
せ
ん
も
す
る
の
努
力
が
窺
は
れ
る
°

.

:ニ
.

;

:

故

國

フ

ラ

ン

ス

を

逃

れ

て

レ

マ

ン

の

ロ

1

y
ン

ヌ

に

其

の

學

問

的

境

涯

を

發

足

し

て

以

來

、

絕

ぇ

ず

彼

の

念

 

頭

に

往

來

し

た

も

の

：
は

、

精

確

科

學

S
し

て

の

經

濟

學

の

完

成

で

あ

つ

た

。

詢

に

彼

は

經

濟

學

上

に

於

け

る

二

ュ

I 

ト

ン

た

り

、

ダ

ラ

ン

：v

丨

，

た

ら

ん

ど

す

る

も

の

で

あ

つ

て

、

「

經

濟

學

が

天

文

學

、

力

學

の

列

に

伍

す

る

P
に

こ

そ

 

正

_
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@
人

に

與

へ

ら

れ

る

で

あ

ら

ぅ

J
K
-
言

つ

て

思

る
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o
p
. 

c

r

preface 

X
X
)

然

る

が

故

に

彼

は

獨

®

の

方

法

論
的

考
究
か
ら
出

發

す
る
。：ベ

皮
に
足
へ
ば
、
ス
ミ
ス
は
經
濟
學
を
科
學
た
る
ょ
り
寧
ろ
政
策
な
り
ビ
思
考
し
、
セ
ィ
は
之
を
向
然
科
學
な
b
ど 

思
惟
し
で
屈
る
。
セ
ィ
の
定
義
に
從
へ
ば
、
經
濟
學
は「

富
の
如
何
に
形
成
.
<刀
配
，消
翁
せ
ら
る
、
や
の
略
說(

咐
井 

敎
授
譯
に
據
る)

じ
あ
る
が
故
に
、
社
會
組
織
を
ァ
ズ
リ
ォ
リ
^
し
て
想
定
し
、政
.策
論
の
«
立
的
余
地
を
與
へ
て
®
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學
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r
/ 
-
し
一
繁 

一
o

il

な

い

。

然

し

乍

ら

人

S

理

性

ど

I

I

授

け

ら

れ

、

創

造

し

進

涉

し

得

る

も

の

I

る

。

恰

も

機

ぐ

る

ま

、

な

 

ァ

メ

丨

丨

の

免

き

W
物

の

甓

的

狀

態

の

み

を

對

象

VJ

し

て

、

S

經

濟

寒

理

論

を

硏

觉

す

べ

き

g

l

.

f
 

存

せ

ぬ

。

社

I

織

の

改

革

も

亦

經

濟

學

の

一

S

た

f

零

I

。

(

〇

p
. 

a

r

pp. 
?

)

即

ち

雨

者

に

對

す

ソ

ノ

フ

ス

の

：
評̂

は

ス

ミ

ス

も

セ

ィ

も

未

た

純

理

經

濟

學

(

w>
s
§
B
i
q
u
e

 

p
u
r
e

 

o
u

 

r
a
t

o'nnelie
)

ど

應

*|
1

濟̂

 

學

(
E
c
o
n
o
m
i
e

 

p
o
g
q
u
e

 

P
P
P
H
q

ぶ

e
)

 y
j

を

區

別

し

て

論

究

甘

ず

ど

言

ふ

の

で

あ

る

。

r
來
ッ
ノ
ラ
ス
の
科
#1
ど
政
策
ビ
の
區
別
は
、
シ
ャ
ル
ル
*
コ
ク
ラ
ン
の「

政
策
は
助
言
し
命
令
し
指
導
す
、
科
學 

は
麗
し
說
朋
し
立
證
す」

(
D

i

l

l
 

d

f

n

l
 

P
o
l
e
,

 

p
a
r

 

c
o
q
l

 et G
u

n
,

 
1
00
7
3, § 

&

?
 

I

 

i

f
辱

f

 

s
 

s言
に
負
ふ
所
甚
大
で
あ
彼
，I

I

の
I

ょ
り
科
學
。政
f 

の

を

f

し
て
沾
る
彼
に
從
へ
は
、
苹
學
は
雜
體
親
實
の
硏
究
に
非
ず
し
て
、
個
々
の
事
象
を
硏
究
す
る 

も
の
て
あ
る
あ
ら
ゆ
る
科
學
的
职
究
の
對
象
は
個
々
の
事
象
、
其
の
事
象
間
の
麗
並
に
法
則
で
あ
つ
て
、
此
り 

#
象
の
相
1
に
據
つ
，て
科
學
の
分
類
が
生
ず
る
0

®
然
カ
の
結
來
を
硏
究
對
象
ビ
す
る
も
の
は
、
純
粹
な
る
剧
然
科 

學> 

あ

A
:
 ̂

r

:l
l
f
>
m
の
^
*
を
硏
51
樂
象v

j
す
る
も
の
は
精
神
科
學(science 

m
o
r
a
l
e

 >

で
>
Qる
。
然
ら
ば
^
?1
f
# 

は
ぎ
の
承
學
に
f

.

ベ
H

0
で
あ
る
か
。
彼
に
從
へ
ば
*
經
濟
學
は
其
の
相
對
的
標
準
に
從
つ
て
三
部
冏
に
分 

ブ

る

べ

き>^
ー 
で
、ノ
る
眞
理
を
楊
#
ど
す
る
純
理
經
濟
學
は
,
社
會
的
霧
を
對
象
ビ
す
る
社
将
的
0
然
カ
の
w

% 

で
あ
ぅ
、
塵

を

樑

f

す
る
應
用
經
輩
.は
、
f

及
す
人
間
行
f

 

H

諸
力
の
硏
免
で
あ
り
ノ
£

を 

♦
部
ビ
す
る
社
龠
經
濟
學
は
、
富
を
盡
ど
す
る
場
合
.に
於
て
_

る
人
問
間
の
圖
係
の
硏
究
で
あ
る
。
即
ち
it
會 

經
濟
學
はr

b
i
m
o

 e
t
H
c
u
s

を
中
心
ビ
す
る
社
會
的
富
の
分
配
理
論
で
ぁ
ぅ
、
應
用
鎔：

濟
學
は
^
0
3
3
0 

C
o
s
?

3
-CUS

を
中
心
を
す
る
社
會
的
富
の
生
產
理
論
で
あ
り
、
純M

經
濟
學
は
、r

h
o
m
m
o

 economicus

を
中
&
ビ
し
て
、 

本
質
上
絶
對
的
向
は
蘇
爭
行
は
る
の
假
定
的
制
度
の
も
ビ
に
.於
け
る
價
格
決
^
理
%
で
あ
る
。

.
斯
く
の
如
く
、
出
發
點
ょ
り
明
確
な
る
假
設
.の
.も
，̂
に
全
幅
め
妥
當
性
：を
有
す
る
經
濟
法
，則
を
*
立
せ
ん
I

る 

は
、恰
も
マ
ー
シ
ャ
ル
が「

他
の
^
情
に
し
て
等
し
き
限
^v」

(other things 

being equal 
一

)
VJ

言
ふ
辭
旬
を
科
ひ
て
s 

み
に一

次
的
&
係
を
遊
»
し
、
^
れ
以
外
の一

切
諸
力
の
作
用
を
停
止
せ
し
め
た
ど
等
し
き
結
果
に
到
達
す
る
の
で 

あ
.る
。
然
ら
は
ソ
ベ
ラ
ス
は
以
上
の
如
き
假
定
的
制
度
の
も
ど
に
於
て
、
社
會
的
富
の
稱
々
な
る
要
素
間
.に
確
立
せ 

、ら
る
®
然
的
©
係
を
*
如
何
な
る
方
法
に
依
つ
て
確
認
立
®
せ
ん
^
す
る
の
で
あ
る
か
？

E

ヮ
ル
ラ
ス
の
定
義
に
從
へ
ば
V

「

純
理
經
濟
學
は
本
質
上
絕
對
的
.自
ri
:
I競
爭
行
a
る
^
の
假
定
的
制
度
の
も
ど
に
於 

け
る
偾
格
決
定
理
論
で
あ
る
。
有
用
に
し
て
稀
少
な
る
の
故
を
Ja
x
價
格
を
有
し
'得
.ろ
物
質
的
非
物
質
的
な
る
あ
ら 

ゅ
る
も
み
の
雜
體
は
ゝ
»
#'
的
富
を
構
成
す
る
。
故
に
純
理
經
濟
學
は
又
細
«
的
赏
の
_理
論
：で
あ
る

」

ど
0 (

〇
p
. 

c
r

 

preface, 

X
0而
し
て
RI
山
競
爭
が
最
薺
な
る
も
の
な
り
や
否
や
に
就
：て
は
、
應
用
經
濟
學
，の
範
圆
に
腐
す
る
も
の
で 

あ
る
^
考
へ
る
。
斯 

<
て
彼
は
.天
才
的
锏
察
カ
を
以
て
ゝ
斯
ぐ
の
如
き
假
足
的
制
度
の
も
^
に
於
て
表
る 

> 經
濟
现 

象
が
、
其
の
結
果
に
於
て
全
ぐ
數
理
的
で
あ
る
事
を
發
見
’立
證
し
.た
。
即

ち

言
：：

ふー
「

人
間
の_
出
意
11
1心
を
數
學
的 

r 

t
ぶM
し
ょ
ぅ
？
は
し
な
力
つ
た
が
、
其
の
姑
果
を
數
學
的
に
說
明
し
た」

ビ
o
 (

〇
p
.Q.
t
.

, 

p. 

2
3 2〕

彼
に
從
へ
ば
、 

k
換
r
値

然

1̂

の
も
の
な
^
の
み
な
ら
ず
、
評
價
し
得
る
一
つ
の
^
さ(

目
9 g

r
s
d
s
r
)

で
あ
る
。
而
し
て
救 

學
は1

般
に
此
の
糊
の
大
さ
を
硏
究
對
象
ど
す
る
が
故
に
、
交
換
價
値
の
理
論
は
數
學
の
一
分
科
で
あ
る
。
故
に
純

资
ニ
1

1

卷

(

一
七
一
七)

ロ
ー
ザ
ソ
ヌ
^

派
創
設
者
レ
ォ
ソ
-

タ
^
ヲ
ス 

第

十

二

號

^



婼
ニ
十1

卷

(
一

七r

八)

n 
I,ザ
ゾ
ヌ
學
派
則
設
者
レ
ォ
W

ヤ
ヲ
ネ 

第

十

二

號

1

o
六

理
經
濟
學
は
物
理
數
學(soience 

P
h
y
s

o*o-math6matique)

に
類
似
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
與
の
«
型
を
經
驗
に
求
め 

る
か
ら
、
全
體
.的
の
珊
論
稱
成
は
形
而
下
的
S
な
り
*
し
ぐ
經
驗
的
且
現
賞
的
ど
な
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
彼 

は
經
驗
的
立
場
よ
分
、
现
象
の
一
般
的
關
係
を
全
體
的
に
考
察
し
，
其
の
結
跟
"
經
濟
現
象
の
稱
々
な
る
要
素
|!
1
]に 

成
立
す
る
相
關
關
係
の
1
般
的
條
仲
"
即
ち一

般
的
平
衡
理
論
に
到
達
す
る
。
フ
ル
ラ
ス
が
ロー

ザ
ン
ヌ
學
派
浏
設 

漭
€
し
て
の
滎
«
を
擔
ふ
の
は
"
此1

般
的
平
衡
論
に
*

H.

る
の
で
あ
つ
て
、

パ
レH

ト
、(

ョagel 

d
A
c
o
n
o
m
i
e

 

politique

以
後)

.ハ
ン
タ
レ
ォ
1

一一、
ラ
ク
ン
、ノ
ル
ト
、
バ
ロ
オ
、ォ
、
ボ
パ
ン
、
モ
レ
工
、
ザ
フ
ブ
キ
ー
等
後
期
口 

I
ザ 

':
ン
ヌ
學
派
に
風
す
る
論
渚
の
#W

し
て
發
展
擴
充
せ
る
點
：は
此
跑
數
論
的
說
明
で
あ
る
。
而
し
て
此
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
學 

派
の
方
法
論V」

燠
太
利
學
派
の
そ
れ
ビ
の
相
異
は
"
メ
ン
ガ
ー
の
限
#
双
用
_
?
ヮ
グ
ラ
ス
の
ラ
ル
テ
論
ビ
の
相
峩 

:並
に
其
の
本
®
を
明
示
す
る
所
以
で
あ
る
か
ら
9
私
は
兩
霉
の
簡
單
な
る
比
較
を
試
み
よ
ぅ
ど
姐
ふ
の
で
あ
る
。

::
*
來
燠
太
利
學
派
は
明
瞭
な
る
方
法
論
を
有
し
、該
學
派
の
經
濟
學
上
に
於
て
，有
す
る
意
義
は
、
價
値
論
ど
共
に
其
.
 

の
极
柢
を
賞
く
杣
象
論
的
某
‘本
觀
念
に
由
る
も
の
で
つ
た
。
メ
ン
ガ
ー
の
所
言
に
從
へ
ば
"「

科
學
は
總
て
其
れ
0
身 

の
硏
究
を
橈
ま
す
分
析
せ
る
人
に
依
つ
て
創
造
さ
れ
、
改
革
さ
れ
た」

ビ
。
詢
：に
彼
等
の
成
功
は
假
令
無
意
識
に
用
ひ 

:

た
に
せ
よ
、或
は
獨
自
の
特
質
を
與
へ
な
か
つ
た
に
せ
よ
、
正
當
な
る
方
法
の
採
用
に
歸
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
? 

..Keynes,.Scope a
n
d

_ 

Method of political economy, 

p. 

5)
‘彼
はi

方
純
迦
經
濟
學
ビ
經
濟
史
並
に
統
針
學
ビ
を 

區
別
す
る
の
必
耍
を
論
じ
、
他
方
純
理
經
濟
學
V
J
W際
經
濟
學VJ
を
混
同
す
、ベ
か
ら
ず
S
主
張
し
て
居
る
。
而
し
て 

0
0
0
る
努
め
た
る
滕
史
.學
派
ど
の
對
戰
を
以
て
明
ら
.か
な
る
如
く
"
燠
太
利
學
派
の
方
法
論
.は
大
體
正
統
學
派
の 

其
れ
を
踏
I
し
"
經
濟
現
象
.の
規
則
性
の
統
：

1

的
說
明
を
達
成
す
；
る

.@.
に
.、
經
險
心
理
學
に
其
の
論
據
を
求
め
て
6

る
。
從
つ
て
經
濟
學
：が
精
確
科
學
に
關
す
る
限
經
濟
法
則
は
银
個
人
の
經
濟
活
動
.に
現
る
、
統
一
、
的
傾
向
で
あ 

ぅ
、
全
く
個
矧
的
諸
ぼ
子
の
集
合
的
^
產
で
あ
る
。
從
つ
て
.價
値
法
則
の
內
在
性
の
問
@
も>

t
o
m
〖s
m
u
s

に
據
つ
.
 

.て
之
を
解
釋
し
た
の
で
あ
る
:0
斯
ぐ
の
如
く
、

一
 

方
，
糈
確
科
學
ど
し
て
の
經
濟
^
を
碓
立
す
る
爲
に
抽
象
論
を
㈱ 

用
し
な
が
ら
、
他
方
甘
:0
,根
抵
を
個
人
心
理
に
求
め
た
點
に
於
て
'澳
太
利
學
派
は
疋
統
學
派
を
心
理
的
に
擴
充
し
、
 

以
て
其
の
幼
時
に
避
け
雛
き
疾
患(ordinary disease 

of the c
h
s
h
o
o
d

 - E
6
h
m
-
B
a
w
e
r
k
)

を
治
療
す
る
も
の
ど 

:

解
す
る
事
が
出
來
る
。
，贱
の
點
に
於
て
ベ

丨

ム

•
、パ
グ
；

ク
は
#

々
た
る
ロ
吻
を
以
て
次
の
如
<
語
る
0「
古
*

學
.派 

は
天
才
的
炯
眼
を
以
て
經
濟
法
則
を
確
立
說
明
し
た
が
、
遂
に
之
を
*
礎
ビ
し
た
統
.

1

的
說
明
に
到
違
し
な
か
つ
た 

の
は
、
交
換
價
値
に
注
意
を
集
中
し
、
使
用
價
値
に
就
て
檢
鼓
を
愈
つ
た
が
故
で
あ
る
。
即
ち
此
の
®
に
古
典
學
派
.
 

の
大
な
る
缺
陷
が
存
す
る
：。
現
代
の
限
界
效
用
說
は
、
吾
人
の
幸
福W

財
貨
ど
の
關
係
に
無
數
の
楚
興
が
存
し
、
此 

の
差
興
が
'
他
人
ど
の
交
換
關
係
に
於
て
頗
る
重
要
ど
な
.り
來
る
の
事
實
を
提
ー
：小
：す
る
。
斯
く
の
如
さ
論
究
に
依
つ 

て
經
濟
理
論
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
窗
ら
さ
れ
た
の
で
あ
；る」

ご
。(

詳
細
は
、

，，

s

eolsterre

o-hische Schule

にー
G
e
— 

sa

3:melte schrifts 

von 

B6hm-B§
.erk，ss. 

2
8
— 2

2P

 

® し
ぐ
は
ご T

h
e

 

Austrian 

Economists 
こ b

y

 

Bol
B
m
*
 

Bawerk-Annals 

of"

r+
l
l
e 

American 

A
c
a
d
e
m
y

 

O
J 

P
o
l

fj
-
.
O
P
I—
J
s
a 

social 

wQ.
e
n
c
e
, 

vol. 

I, 

p
p 3
6
T
LA
>00
4 

參
俗) 

斯
ぐ
の
如
ぐ
、
塊
太
利
學
派
は
創
設
者
メ
ン
ガ
，
が
不
朽
の
著Grunds5tze 

der volkswirtschaftsiehre

こ》

の
冒 

頭
に
於
て
明
言
せ
る
通
り
、「

總
て
の
離
物
は
原
因
結
果
の
法
則
の
も
ど
に
立
づ
，

i

が
故
に
、
經
濟
學
を
精
碗
科
學V

 

し
て
.論
す
る
範
園
に
抽
て
：は
' 
抽
象
論
的
因
果
論
を
以
て
經
濟
法
則
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ル
ラ
.ス
を
初
め
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
學
派
は
、
糈
密
な
る
數
學
的
方
法
に
ょ
り
經
濟
理
，.論
を
«
明
し
て
思
る
。
ソ
ル
ラ

ハ
笫11

十1

卷

(
1

七i

九)

'
. ロ
ー
ザ
ソ
ヌ
學
淤
创
骰
者
レ
す
ン
。W

ヲ
ス 

笫
十
二
號 

1
0七



路
ニ
十一

卷

(

一
七
ニ
9
 

. 

a

丨
ザ
ン
ヌ
學
派
創
繫
レ
方
ン
•ソ
ヤ
ラ
ス 

第
十11號

5
ベ

ス
自
ら
塊
太
利
學
派

：

を
評
し
て
、「

メ
ン
ガ
ー
は
演
»
的
方
法
を
使
用
し
た
が
數
學
的
方
法
.に
從
ふ
事
を
避
け
た
。
故 

に
佘
は
コ
ソ
セ
シ
、
ジ
ナ
デ
ン
ズ
に
對
す
る
批
評
.を
其
の
儘
メ
ン
ガ
|
に
適
用
し
ょ
ぅ
^
は
組
は
ぬ
。
メ
ン
ガー

及 

び
r

ク
-
後

賴

ネ

驾

が

本

^'
數

學

Wな
る
讲
邀
を
^
^
る
に
數
學
的
方
法
マ
し
用
語
.：

VJ.

を
以
て
し
な
い
の
は
、
货
，31
に
し 

て
然
も
必
須
な
る
源
來
を
放
棄
す
る
も
0.
な

ト

墓

2
は
ん
^
す
る
も
の
で
あ
る」

ビ
0(

〇
^

cit“ pp. 

I
7
I
-
2
)

か
る
が 

「

故
に
塊
太
利
學
派
ビ
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
學
派
e
を
'區

別

す

べ

き

輩

は

、
此
の
數
學
的
方
法
に
.在
る
S

ふ
を
常
ど
す
る
。

然
し
乍
ら
私
の
信
す
る
所
を
以
て
す
れ
ば
r

m
に
理
：論
の
：說
明
に
數
學
を
利
用
す

.る
ビ
否
ビ
は
，
理
論
經
濟
學
の 

根
本
出
題
ビ
し
て
は
、
畢
竟
枝
葉
の
問
題
た
る
に
過
ぎ
.な
い
の
で
あ
づ
て
、
數
學
的
方
法
.が
単
に
便
宜
上
の
問
題
た 

る
以
上
、

基
本
的
な
る
方
法
論
上
の
間
題
ヒ
し
て
は
、
上
述
の
區
別
は
所
詮
皮
相
の
見
解
た
る
を
免
れ
ぬ
。

敝
濟
學
上
に
於
て1

般
的
に
言
ふ
數
學
的
方
法
ど
は
、
他
の
方
法
:̂
對
立
す
：る
も
の
で
は
な
ぐ
て
、
也
の
方
去
ど 

並
び
用
ひ
ら
れ
る
方
法
の
總
稱
で
あ
る
P
ジ
ふ
’
デV

ズ
は
經
濟
學
：を
以
て
本
質
上
數
理
的
な
.
&ど
觀
：て
居
る
.が
、
數 

理
的
せ
霄
ふ
言
葉
を
廣
義
に
解
し
、
量
的
關
係
を
.論
す
.る
總
：て
の
硏
梵
を
包
括
す
る
限
>
、
此
は
»
か
に
妥
當
な
る 

輪
^
で
あ
る
詢
に
一
般
數
理
學
，派
が
經
濟
生
活
の
_
然
的
關
聯V」

論
理
：的
統
：¥

を
解
明
す
る
に
數
學
的
記
號
を 

使

用

す

る

は

、
.
他
0.
方

法

に

據

：る•!
>

も
•
向
己
の
雄
想
を
1>
趴
迅
速
*
簡
明
.精
確
に
表
現
し
得
る
の
利
益
_が
あ
る 

か
6

で
あ
る
。

然
る
に
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
學
派
は
決
し
て
斯
ぐ
の
如
ぎ
便
宜
上
の
問
題
ょ
ぅ
數
學
的
記
號
を
用
る
も
の
で
は
な
い
。
數 

學

ビ

雖

も

前

提

，
對
象
の
誤
謬
な
る
場
合

.に
於
て
は
、通
常
の
論
理
に
於
て
然
る
が
如
ぐ
、
等
し
く
誤
れ
る
結
論
に
到 

達
す
る
に
變
り
は
な
い
。‘
.か
る
が
故
に
數
學
的
方
法
の
必
須
缺
く
可
か
ら
ざ
，る
理
出
.は
、
恭

し

其

れ

あ

り

ぼ
.す
れ
ば
：

他

方

而

に

求

め

ら

る

べ

き

で

あ

ら

ぅ

。
詾

に

ロ
|

ザ

ン

ヌ

學

派

が

數

學

的

函

數

論

的

方

法
| :

據

る

は

、

必

喪
S

む
可 

ら
ざ

る
必
然
的
歸
結
で

あ

る

。

蓋

し
彼
等
は
經
濟
開
題
を
論

究

す

る

に

特

殊

の

方

法

論的
立

場

に

立

脚

す

る

：
•か
，故
で 

あ
る
。
即
ち
諸
種
の
條
伸
を
遊
離
し
て
經
濟
現
象
を
斷
片
的
原
子
論
的
に
考
察
す
る
の
方
法
を
返
け
、
總
て
の
經
濟 

現
象
を
論
^
す
る
に
一
般
的
平
衡(Ituelie d6pendanceg6n6rale)

の
-«
念
：を
以
て
し
、

一
股̂

現

遛

妁

安

當
.  ̂

を
有
す
る
法
則
を
探
览
せ
ん

ビ

す
る
が
故

で

あ

る
0

フ
ィ
ツ
シ
ヤ
ー
の
如
き
は
、
頗
る
複
雜
な
る
數
學
的
記
號
並
に
硏
究
用
具
を
以
て
經
濟
法
則
を
說
明
し
な
が
ら
、 

其
の
出
發
SI
た
る
、
先
づ
最
も
取
純
な
る
個
々
の
現
象
を
說
明
し
、
次
に
以
前
遊
離
せ
ら
れ
た
る
諸
條
仲
を
漸
次
導 

入
す
る
事
に
ょ
つ
て
一
般
的
法
則
を
求
め
ん
ど
す
る
の
方
法
を
採
用
し
て
居
る
か
ら
、
最
も
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
學
派
に
接 

近
し
て
居
る
一
人
た
る
に
も
不
^

、

'依
然
ど
し
て
兩
者
間
に
は
越
ゆ
可
ら
ざ
る
溝
渠
が
認
め
ら
る
、
の
で
あ
る>

顿
r
な
る
學
說
を
唱
'へ
て
、
獨
办
フ
ラ
ン
ス
に
孤
城
を
守
る
後
期
只
丨
ザ
ン
ヌ
學
派
の
ジ
ャ
ッ
ク
•
モ
レ
二
は
次
の
. 

如
ぐ
論
じ
て
居
る
。—

「

從

來

經

濟

學

硏

究

.に

數

學

的

方

法

を

使

用

す

る

も

の
を
：總

桃

し

て

數

现

學

派

ヾ

」

呼

ん

で

屈

る 

力

其

の

T
t
l
®

^
す

■ /
->• 

.¥-
梵
對
象
の
相
違
す
る
場
合
、
數
：學
を
使
用
す
る
'ビ
言
ふ
■辦
實
0
み
を
以
て
.し
て
は
、
呵
等 

本
®
上
の
學
派
的
區
別
を
生
ず
る
理
曲
ビ
は
な
ら
な
い
o
必
要
.不
可
缺：

の
®
合
以
外
に
は
'、
數
學
の
使
.用
は
高
何
が 

b
(
s
g
b
f
s
m
e
)

に
過
ぎ
な
い
。
余
の
見
解
を
以
て
す
れ
ば
、
經
濟
學
に
數
學
の
咙
用
を
必
要
な
ら
し
め
る
も
の
は
>
 

經
濟
的
平
衡
の
分
析
ヤ
あ
つ

て

、

經
濟
的
秩
序
.の
：諸

耍

素

間

に.樹
立
せ
&
る 

>
が
如
き
相
互
依
存
の
關
係
こ
そ
、
數 

理
經
濟
學
r
有
の
領
域
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ」

s
。(

L
/
e
m
n
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i

 

des 

m
a
t
h
6
m
a
t
i
q
u
e
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e
n
^
o
n
o
m
i
e

 

o
o
s
q
u
e
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私
は
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 H

の
此
の
！s

切
な
る
.所
：論
に
服
す
る
。
キ
ー
ン
ズ
の
言
ふ
が
如
ぐ
，
燠
太
利
學
派
も
本
來
數
學
的
色 

第
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ー
七
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ソ
n

1
ザ
シ
ヌ
學
派
創
殽
者
レ
方
ソ
•
タ
ル
ヲ
ス

 

笫
十
ニ
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一



m

ニ
十
s

 

(
一

七
ニ
ニ) 

W
丨
ザ
ゾ
X
學
派
則
設
#

レ
オv

ク
V

ヲ
ス 

笫
十
ニ
號 

I 
- 

D

彩
を
も
つ
も
の
で
あ
つ
て
，、
唯
數
學
的
用
語
を
用
ひ
な
い
だ
け
の
違
ひ
が
め
る
に
過
ぎ
ぬO 

Q
. 

K
l
e
y
l

〇
p
.
 

c

rp. 
2
6
6)

然
り
く
雖
も
"
ロ
!

ザ
ゾ
ヌ
學
派
以
外
に
、數
理
學
派
な
る
名
稱
を
認
容
せ
中
？
a
ふ
モ

レ
ェ
の
所
論
{: 

茧
つ
て
は
"

_
か
偏
狹
に
失
す
る
の
嫌
な
き
を
得
な
い
0
:で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
モ

レ

ェ

に
從
ふ
限
.り
-
ロ

ー

ザ 

ン
ヌ
學
派
を
除
く
ゴ
ッ
セ
ン
、
ジ
ェ
デ
ン
ズ
,
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、
エ
ツ
デ

ヮ

ー

ス

等
の
如
ぐ
制
限
さ
れ
た
ろ
意
味
に
於
け 

，
る
相
互
依
存
の
學
.理
を
唱
へ
た
る
學
济
は
、
皆
數
理
學
派
以
外
に
放
^
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
ど
な
り
，
其
れ
が 

爲
に
ロ 

f
ザ
ン

ヌ
學
派
な
る
特
殊
の
名
稱
の
存
在
す
.
.る
理
幽
を
も
失
ふ
事
ビ
な
る
か
ら
で
ゐ
る
0
從
つ
て
私
：は
、
哥 

會
的
に
願
る
/
'經
濟
现
象
の
數
.理
的
性
質
を
看
取
し
て
以
て
相
'互
依
存
の
數
.坪
的
說
明
を
試
み
る
も
の
を
總
括
的
に 

數
理
論
漭
ど
®
め
，％

バ
ン
に
從
つ
て
之
を
次
の
如
ぐ
分
類
せ
ん
ビ
す
る
も
の
で
あ
る
o
 

1
、
制
限
さ
れ
た
る
栩
互
依
存
の
學
說

I

八

、

數
學
的
記
號
の
み
を
使
用
す
る
も
の 

.. 

ー
.1
3

、
數
學
的
記
號
並
に
數
學
的
論
理
を
使
用
す
る
も
の 

ニ
、
：一

般
的
相
互
依
存
の
學
說(

口
丨
ザ
ン
ヌ
學
派)

:
,數
學
的
記
號
並
に
數
學
的
論
理
を
使
用
す
る
も
の 

此
の
故
に
ロ

丨
ザ
ン
ヌ
學
派
.
^
襖
太
利
學
派
ミ
の
間
に
認
む
ベ

き
究
極
.の
區
別
は
、
ッ\

ラ
ス
を

初
め
口 

I

fン 

ヌ
學
派
を
し
て
數
學
を
用
ひ
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
め
た
る
硏
觉
對
象
其
の
も
の
に
存
す
ど
言
ふ
ベ
き
で
あ
、ら
ぅ
。
nw
に 

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
學
派
を
し
て
數
學
的
方
法
を
用
ひ
ざ
る
を
得
W

&し
め
た
る
も
の
は
、
函
數
關
1
に

-1
く

|
.投
^
平
街 

理
繁
で
あ
つ
て
、
侦
別
的
阁
*
說
を
以
て
經
濟
理
論
の
硏
究
を
，|
實
，せ
る
塊
太
利
學
；派
t

t然
區
別
す
べ
き
£
準
は

赏
に
茲
に
求
むV

き
で
あ
る
。

 

•

:

然
も
猶
ほ
、
創
設
#
フ
;r
フ
ス
の
一
而
に
は
、
ゴ
"
セ
ン
流
の
心
理
生
義
が
均
し
ぐ
强
調
せ
ら
れ
て
居
る
.
"
此
の 

h

gに
於
て
彼
は
ジH V

ン
ズ
、
■
メ
ン
ガ
ー
に
接
近
し
ょ
ぅ
ど
す
る
。
斯
ぐ
の
如
き
思
想
の
泯
亂
は
遂
に
救
ふV

き
道 

な
き
か
。
彼
は
根
本
觀
念
の
論
理
的
統一

に
到
達
す
る
に
何
等
の
緖
を
も
與
へ
な
か
ら
た
か
。
斯
く
て
私
は
玆
し
彼 

の
所
論
の
M
»I
な
る
分
析
を
試
み
る
の
機
會
に
到
達
し
得
たv

思
ふ
。

• 

四
.

.
■

:

フ
ル
ラ
ス
は
千
八
西
七
十
四
年
五
月
ニ
十
三
日
附
ジ
エ
r
ン
ズ
.宛
：の
書
翰
に
於
て
、「

余
は
玆
に
引
用
す
る
：の
義
務 

^
喜
悅
ビ
を
戚
す
る
ニ
人
の
先
覺
に
負
ふ
マ」

こ
ろ
甚
だ
大
で
あ
る
o父
ォー

ギ
ユ
ス
ト

*
ソ
ル
ラ

ス

5]
6
に

ォ

|
、ギ

ユ
ス
タ 

ン
•
ク
ー
ル
ノ
ー
は
此
の
ニ
漭
で
あ
る

0

:

:余
は
經
濟
學
者
ど
し
て
の
經
滕
.の
第
一
步
を
踏
み
出
し
て
以
來
、父
の 

丨

交
換
理|

|

に
ク
I

ダ
ノ
ー
の
函
數
許
#
を

適

用

し

ょ

ぅS努
め
-て
來
た
L°(THOrie mltsmatlque dela dchesse 

sodale,—
correspondance entre 

M
.

 

Jevons et 

M
. 

w
a
l
r
j

 p. 
3
0

) W

述
べ
、
又

&
€1
1
1
3̂d-itconomie 

p
o
l
v*

t
i
q
u
e
.
p
u
r
e

の
序
文(P. 

V
I
H
)

に
於
て
ゴ
ッ
セ
ン
の
效
用
仙
線
の
重
要
を
認
め
、
千
八
辟
八
十
五
年「

未
知
の
，經
濟
學 

者
へ
ル
マ
ン
ニ
ィ
ン
夕
ッ
ヒ

*

ゴ
ッ
セ
ン

」

な

6
論

文

(JOUJnal 

d
e
s

防conomistes, 

a
v
r
H

 

et 

m
avr
*
1
00
8
5
'
^
u
d
e
s 

:
d-w
c
o
n
i

 
一
 e 

scdale, 

pp. 

3
S
I
-
7
4
)

を
以
て
彼
の
生
涯V

論
述V

J

を
願
绍
し
て
居
る
。

然
も
ソ\

ラ
ス
は
、
囱
ら
經
濟
理
論
の
极
本
拟
理
.，ラ
ぐK

論)

は
之
を
父
ォ
ー
ギ
、
ス
ト
，，
ソ
ル
ラ
ス
の

«

«
論
に 

免
ふ
も
の
な
り
ビ
言
明
し
た(

〇
卩
Q.
r

preface 

v

s

〕

。
故
に
第
一
に
檢
鼓
す
べ
き
は
父
フ
ダ
ラ
ス
の
惯
値
論
で 

あ
ら
-ね
ば
な
ら
ぬ 

o
£ 

i )

恭
し
も
ソ
ル
ラ
ス
が
典
の
著 

T
hrt
>
>
o
r
i
e 

mathmmatique de la richessu sodale, 

I
S
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3
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七
ニ
四)

ロ
ー
ザ
ソ
ヌ
學
派
則
殷
者
レ
す
ソ*

>

;v
ラ
ス
，
 

.

3卜
*

1

-
*
:

に
於
て
述
ぶ
る
如
く
、彼
の
ラ
ぐK

が
ォ
丨
'ギ
ユ
ス
ト*

ツ
ル
ラ
ス
の
言
ふ
ラ
ル
：I

全
<

 

同

j

內
容
の
も
の
で
あ
る 

な
ら
ば
、%

ェ
デ
ン
ズ
、
メ
シ
ガー

に
先
ん
す
る
事
四
十
年
、
ゴ
ッ
セ
ン
に
先
ん
す
る
事
ニ
±
韋

、

父
ツ
ボ
I

は 

te
に
限
界
效
ff
說
を
創
唱
せ
り
6
言
ふ
ベ
き
で
あ
&
ぅ
。
南
'者
は
果
し
て
^|

巧
容
の
も
の
で
b
る
” O 

.

ォ
1

1

ス
ト
•
ソ

グ
ラ
ス
が
獨
囟
の
偾
値
論
を
開
陳
し
て
居
るr

b
e

 

i
a

 

n
a

t
u

r
e

 

d
e

 

l
a

 

r
i

c
h

e
s

s
e

 

e
t

 

a

o
 

?

f

 

d
e

 

U

 

v
a

l
e

u
r

,

 

I

S

S

I

)

は
、
當
時一

世
を
風
靡
せ
：る
ジ
ャ
ン
•
ご
グ
ィ
ス
ト
*
セ
イ
の
：經
濟
理
論
の
名
聲
に
蔽
は 

れ
て
久
しX

厭
み
&
る
、
こ
i
な
く
し
て
過
ぎ
た
。(

辟
§

固
ょ
6
兩
者
間
に
'は
明
«
な
る
懸
隔
が
認
め
ら
れ
.る
？ 

>
イ
の
#'
値
論
は
效
片
を
根
辄
ど
し
て
織
成
せ
ら
れ
て
居
る
？
然
る
に
父
フ
ぞ
フ
ス
.に
於
て
は
、
效
用
を
經
濟
價
® 

の
根
相
に
は
{ 1

し
て
^
な
い
。(

>
^£
3:
|
: s

o
h

a
t

z
,

 

I
n

d
i

v
i

d
u

a
l

i
s

m
e

 

s
o

d
a

c re
t

 

&
o

n
o

m
J

q
t

i
e

,

 

p
.

 

r
d
a 參
描
ー
オ

ー

、ギ
ユ 

ス
ト
0
7
ル
-フ
ス
の
"，，MiL
l
ふ
價
値
が
交
換
®
値
で
.あ
る
：こ
ど
：は
、
次
の
言
を
以
て
明
ら
.か
で
あ
る
o「

一
物
が
，價
値
を 

有
す
る
の
«|
實
明
白
>

」

な
る
は
、31
:

れ
が
交
換
さ
れ
#
る
.能
カ
，に
_
る
の
で
あ
る」

ど
0(

JGr
o:
。p. 

Is)

然
6

ど
*
も

、 

彼
は
效
用
を
全
く
否
定
し
去
る
.も
の
：で
は
な
ぃ
。
本

來

效

用

が

財

貨

0
.根
猶
な
る
は
自
明
の
a
で
あ
つ
て
、
唯
、
經
濟 

學
に
於
て
は
之
を
論
ず
る
の
必
要
な
し
ど
考
へ
るQ
で
あ
る
0
即
ち
言
ふ
I「

效
用
な
る
舰
念
は
、
經
筆
上
に 

る
富
な
る
觀
念
ょ
り
も
廣
義
の
も
の
で
：f

。
效
用
t

も
の
、
所
有
は
、M

i
t

e

に
ど
つ
て
は4

‘
rure 

I

I
 

&

I

.
 

を
鞲
成
す
る
o
然
し
乍
經
濟
傯
値
の
所
有
は
、M

い
#
.家
 

(

g

e

 

r
i

c
h

e
s

s
e

 

a
p

p
r

e
c

i
a

b
l

e
,

 

o
u g
e

 

r

o *h
e

s
s

e

 I
h
l
t
r
q
u
e
〕

を
構
成
す
る
の
で
.あ
：宅
此
の
富
こ
そ
經
濟
學

の

霞

ど

な

‘

る
も
の
で
あ
る」

ど
。(I

b
i
d
,

 

p. 

5
0
 

et 

p. 

1
2
4
〕

從
つ
て
經
濟
樹
値
は
效
用
f

生
f

も

の

で

は

：
 

な

く

て

其

の
^
5因
は
奶
4
性(

效
用
ぁ
る
も
の
の
§

泛

)

に
在
る
.
0

(

1ミ
<
:
1
.
'
で
で
.4

3
-
4
)

セ
ィ
の「

有
用
な
ら
ぎ
る
も

の
に
對
し
て
は
何
物
を
も
與
八

ぬ」

？
言
ふ
は
眞
實
で
あ
る
'。が
又
n
te
に
充
分
有
し
、
’或
は
何
時
に
て
も
有
し
得
る 

も
の
を
獲
农
す
る
爲
に
菩
人
は
何
物
を
も
與
へ
ぬ
も
の
で
あ
る
。0bid.，

p.3
6
「

今
日(
一
ん
三
ー
ノ
5
不
^
に
し 

て
常
に
經
濟
學
S

考
察
f

漏
れ
て
居
たV

然
か
も
極
め
て
產
I

事
實
S

る
。
財
貨
最
の
制
限
即
ち
® 

/J
ノ
怊
は
是
で
あ
る」

(Ibid., p. 
1
8

)

。「

量
の
制
眼
は
瑕
純
な
る
效
用
:̂

對
立
す
る
交
換
顧
値
を
生
じ
、繼
續
期
間
の
制 

限
は
資
本
ミ
對
立
す
る
所
得
を
生
ず
：る
。
經
濟
學
'は
.全
く
此
，の
制
限
の
.ニ
重
0

:事

實

ょ

：.，
り

生

じ

ノ

此

の

 
一5

の
形
t:
\ 

に
腺
係
す
る」

(

T
gr
o
r
i
e 

de k

 richesse sociale, 

p. 

1
5)

ヒ
言
ふ
の
で
あ
る
メ
斯
く
の
如
ぐ
、
货
は
s
f
r
w
^
の
K 

因
は
«
ら
稀
少
性
な
ぅ
ど
斷
定
し
た
る
後
、5 1
に
進
ん
で
、
然
&
ぱ
效
用
は
«
値

：に
全
然
影
響
を
及
ぼ

さ
ざ
る
や
の
間 

®
に
答
へ
て
次
の
如
く
言
つ
て
®
る
。「

效
用
は
稀
少
性
に
影
響
す
る > 
ミ

に

由

つ

て

間

接

：に
_赝

値

に

影

響

す

る
場
合 

が
あ
る
。
效
用
が
增
加
す
る
に
從
つ
て
稀
少
ど
な
る
場
合
，
價
値
は
騰
貴
す
る
。
價
値
は 

一
ii
效
用
に
比
'例
す
る
ミ 

M
は
れ
る
が
、
集
際
は
唯
だ
稀
少
性
に
比
例
す
る
だ
け

で

あ
る」

ビ

o (

b
e la bamre.—

p. 
1

.̂〕

而

し

て

彼

は

效

用

を
 

區
別
し
て
、
效
用
の
强
A

n

R

i
 
ぼ

CL
。
r
u
t
i
H
t
®
k

M'
ff
l
>0 .
iR
.
§>^extension 

d
e
l

ぎ 

H
5 

$ 
の
ニ
？
す
る
0 

(

I

 P
.

こ
o)

前
漭
は
個
人
的
に
見
て
欲
盛
の
緊
要
の
：程
度
を
示
し
、
後
者
は
社
#
的
に
見
て
欲
座
を
感
’

る
人 

間
の
數
を
1ホ
す
0
稀
少
性
に
.影
響
.を
及
す
事
に
依
：.つ
て
間
接
：に
«
値
：に
^
響
を
及
贫
も
..の
は
效
明
の
廣
さ

此
の
現
象
は
效
用
の
强
さ
ミ
密
接
：に
關
聯
し
て
居
る
も
.の
で
あ
P
，其
の
自
然
的
：結
舉
で
あ
る(

|

ふ
で
，
㈠い
3ビ
考 

へ
る
。一.

:■
社
會
的
に
起
る
欲
集
の
:®
を
個
人
的
效
用
0
强
'さ
の
集
合
ヒ
酿
る
點
に
於
て
>
後
.の
限
界
效
用
說
ミ
極
^

«
る
關
聯
を
も
つ
て
は
居
る
が
、
ラ
ル
タ
を
定
_
し
¥

「

釐
に
.制
限
あ
る
財
貨
の
.總
和：

€
享
樂
を
要
求
.す
る
欲
蕻
の
.

笫11

十
5
 

(

5
1t-
.五〕

ロ
ー
ザ
シ
ヌ
學
派
創
殷
渚
レ
方
ン
5
少
ヲ
ス
. 

第
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K
a

派
.创
殷
者
.
レ
太
ゾ•

シ
ャ
ヲ
ス 

第

十

ニ

號

ニ

四

總
和
ぜ
め
比
で
あ
る
し(

Ig
d
f 

P
*

4
5
と
し
、.衮
換
價
_
を
論
ず
各
«
合
{4
«
;̂

猶
#
的
に
顯
へ
る
、
效

用

の

廣

ざ

0
み 

を
考
察
'
*
^
、之
^
以
尤
ラ
’
^
テ
；
な

.：
夸

比

例

(?
>
:
'
構
：成
3?
;

#,の
-
' ユ.
.つ
ど
觀
て
#

る
，以
i
、
p
cr
l̂

p. 

m

b彼
.®

說
を
以
て 

限

界

效

用

說の
先
蹤
ぞ
做
す
は
不
當
で
あ
つ
て
、
兩
漭
は
睬
に
出
發
點
を
興
に
し
て
#
る
ビ
觀
る
ベ
き
で
あ
ら
ぅ
。
 

ざ
れ
ば
S
そ
レ
オ
ン
ゃ
ソ
^
フ
ネ
が
，
ゴ
^
セ
、ン
流
の
效
用
練
論(

ょ
-
畔̂
發
^
髮
遂
ゆ
舰
界
效
用
說
を
微
底
さ
'せ
乍
ら
> 

猶
ほ
效
用
を
社
會
的
見
.地
：木
り
覜
ん
^
す
；る
傾
：何
の
*
だ

鼷

厚

な

ぎ

所

以

：は
：、
：
斯

る

所

_
を

抱

懷

せ

：る

鼕 

'の
^

#
ど
見
■る
を以
て
至
當
な
ぅ
ミ
信
ず
る
。V

,

',
,
■
.'.‘

」

：
'

:

s
 i

〉

ジ
エ
ダV

ズ
1.
处
フ
ソ
ル
ヲ
ス
が
、
汕
つ
弋
以
て_
已
ぬ
學
^

1-
到

達
-0
!
:右
#

想
0

聯
締
4

9
る
な
ら
ぱ
，
毁
人
は
父
方
丨
ギ
〒
ス
ト
*

•

ソ
W

ラ
ス
の「D

e

 

la 

f
u
r
e

一
 d

e
k

 

r
i
c
h
e
s
s
e

 

e
t

pi
e」

ゴr
i
gB-
e d

e

 

l
a

 

7已
6
1
1
ご
^

る
著
作
|*

論
及
す
る
を
以
て
當
然
过
す
る」

ミ
述
べ
て
罟
る
0 

^
O
^
E
£ 

§
O
P
B
^

、

s

 ニ)

雄
^

は
、
容
易LL

入
手
1

難
さ
本
热
の
、
メ
ン
が
ー
文'̂
5
-
I-
花
る
^

知
り
、
日
敏
師
雄
す
る
埘
井
敎
授
の
御
紹
介
1:
ょ
つ
ぐ
、
之

、
商
大
间
讲
骱
祺
務
室

I
I

於
て
借
強
し
、
其
節
高
垣
博
士
か̂
懇
切
な
'る
'.御
极
撕
^

賜
は
っ
た
0

特
記
し
て
他
先
生
に
深
茜
吵
謝
觉
^
表
ャ
る
次 

笫
で
わ
る
。

(

姓
三)

方
丨
ギ
，
ユ
ス
ト• A

ル
ラ
ス
の
論
ぜ
ら
る
、
琳
は
頗
る#
で
あ
る
0
'

然
む
愤
値
舉
說Ml
上
、
彼
の
-所
跳
の
看
却
す
べ
か
ら
ざ
る
取
は
：、 

.
く
高
梳
教
授
の
指
摘
せ

^

石
上
通
り
で
あ
る̂

ハ
三
叱
學
會
雜
钟
黨
屮
九
怨
第
-
號
コ
佐
典

■ 

:
:'
五
.

.

. 

,：.
'
.

く：

,
:
: 

:
:
.

(,' 

...

次
に
說
す
べ
き
は
、
ソ
V
-フ
ス
：

W

ク
ー
ル
ノ 
！
、
ゴ
、
セ
ン
:>
ジ
ェ
デ
ン
ズ
せ
の
關
係
：で
あ
る
0
 

:
ク
ー
，火
^

Iの
フ
ル
：ラ
ス
.に
.及
ぼ
せ
る
影
響
は
ソ
，
ラ
ス
自
ら
言
明
す
：る
通
り
，
函
數
計
算
の
.技
術
で
あ
る
。(

«>
{?' 

ments, ~ preface V
I
I
I
)

ク
1

,
ノ
：丨
の
-經
.濟
理
：論
：0
對
象
は
富
で
：
'̂
L
y
i
i
精

細

な

ゐ

交

換

理

；論

の

«'
究

を

以

て

終

始

す
る
。
彼
の
所
論
の
冲
核
は
©

^
の
.法
則
，で
ぁ
る
が
、

之
を
以
ズ
交
換
理
論
の
根
掘
ビ
す
る
立
場
は
、
決

し

.て
坱
卞 

利
學
派
の.說
明
す
る
が
如
，き
■
寒
.の
侧
ょ
り
す
る
偎
格
：論
ぜ
混
间
さ
れ
'て
は
な
ら
な
い
o 

:彼

の

爾

要

：の

法

則

は
.1
格

要
^
若

し

く

は

高

ミ

：の
函
數
關
係
を
示
す
も
‘の
：
で

ぁ

つ

：
て

"
個
人
的
欲
«
0

如
令
虫
舰
的
耍
素
を
廣
格
論
_
 

外
に
®
ぐ
を
以
て
#
色V

す
る
。
即
ち
彼
は「

«
要
は
«
格
の
®
數
な
り」

ビ
の
命
題
の
も
ど
に
、
相
互
依
存
の
關
系 

を
函
數
#r
を
以
て
#
細
に
說
明
，す
る
。(PHndpes de la tsorfe 

des 

richesses 
つ 
1
00
6
3
, Liv. 

I, 

chap 
v
i
d
e

 

3a 

lol de .lai:.de!de'§

 

s

®に
：マ
I
シ
ャ
斤
の
言
ふ
が
：如
，ぐ
、
ク

I
ル
ノ
ー
の
敎
ふ
る
所
に
據
れ
ば
、1
經
濟
問
題 

の
.戰
ゲ
な
.る
因
.子
.

«
|
<
_
5

を
決
定
n
、
B
は
：c
を
決
定
^
,る
：？
言
ぷ
が
.如
、ぐ
，「

因
果
0

連
.働
の
中
に
於
て
M 

次
に一

は
.他
を
決
定
す
る
^
解
る
：べ
き
も
の
で
は
‘な
く 

-

總
：.

て
の
因
#
は
互
.に
他
を
決
定
す
'る
ビ
看
る
べ
き
も
の
で 

あ
る(prkcipIesQnEconoIn

o's
;

M
s
t
.
n>
:
d

— Fre&ce 

i
x
-
x

)

;9
7 -
ゲ
ラ
ス
が
按
術
ビ
(>
て
の
_
攻
識
を
ク
1

> 
ノ 
1
こ 

學
ん
た
.̂
言
ふ
一
事
.は
^
論
の
餘
地
が
な
い
.。(j

o
i
n
t
s
,

 

.
<§ 

 ̂

 ̂

^

®

 

に
於
て
狼
本
1

與
を
示
し
-て
居
冬
々
ク

ー

 k

 

Z1

.の

出

發

點

は
_
占
0
:場
#
で
；ぁ
づ
た
。
反

之

，
ソ

y
ラ
ス
ほ
自wi
_
 

銳
爭
の
完
全
に
行
は
る
>
社
#
に
於
げ
#
經
濟
現
象
备
體
を
其
の
|對
象
之
し
：
.で

厨

兔
'此
0

點
に
於
て
ソ
ル
ラ
ス
自 

ふ
次
の
如
ぐ
擎
る
4

佘
は
數：

年
來
經
濟
學
を
自
然
#
學
e
紅
て
論
述
f
名

瘍

め

：て
來
，た

耑

し

ヤ

今

料

ク

ー

ル 

ノ
1

'0
理
論
ど
は
異
れ
.る
：̂

^
理
論
の
上
ほ
_
已
の
學
說
奢
樹
立
‘
て
居
る
。
，
彼

欲
^

本̂
-
出̂
^

に
到
達
し
て
居
る
が
.、佘
は
.
1

*競
#
の1

般
的
：な
場
合
ょ
々
出
發
し
：て
：、
獨
占
な
る
特
殊
形
態
：に
進
ん
で
行
く
令
以 

冗
®
:
な
り
ヒ
信
净

る
，も
；の
：で
；ぁ
；•る
o
#
ば
杳
體

§
.
徽

§
:
を

使

用

し

て

居

：
る

が

：
>
:
佘

«
少

く

ビも
：理
：論
0
;
根

柢
 

を
榭
立
す
.る
爲
に
«
、
*

灘̂
何
«/
)
,範
1
^
.依

轉

す

f

 

i

f

c

.

1

%

.

我
々
雨
看
の
；硏
焚
は

.決
し
：て

簡

第
二
す

I.

箱
：(

ら
七.：一

一

七〕

ロ
-
ザ̂V

K
#

®

設
弟
レ
 

>
.シ'

5.̂
フ
ス
，
 

第
十
土
跳
，1

1
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セ
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.
ロ
-
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X

學
游
削|

:

¥シ
_夯
'ー
ヲ
ス

 

朽

十

二

绒

，
：
、

-
の
飞
の
で
：
は
な
：い
。
佘
は
彼
：の
方
法
似
外
に
は
、
彼
ょ
：

-

cv

if-cv

て
居
な
：
い
。
回
ょ
り
此

0
抜
術
0
み
に
、
て
も
泠
ぶ

F

r
太

て

あ

つ

て

 ̂

0 

 ̂

^

丨

ル

へ

ノ

ー

の

名

.を
賞
讃
し
て
措
か
：ざ
る
も
の 

で
*
る」
ど(

T
h

をrie 

m
a
t
h
6
3
a
t
i
q
u
e

 

d
e

 la 

richesŝ
^̂
^̂

 

p

 

J
O

)

o

.

然

る

：
：
に
ゴ
ッ
セ
ン
ビ
の
關
係
：は

之
^
相
異
す
る
々
即
ち
：ゴ
ッ
セ

'ン
は：

ツ
ル

ラ
ス
の
理論
構

成

に直
接
影
響
を
及
せ
る 

も
の
で
.は
な

 

<
 て
、

フ
ル
.ラ
ス
：.自

ら

ゴ
.ッ
セ
'シ
ミ
は
_
立

に

效

用

曲

線

？

最

裔

：
足

0
取
现
ど
'を
確
立
し
.た

の

.
で

あ
 

:

る
o 

.
フ
ル
ラ

ス
は「

ゴ
ジ
セ
ン.：の
效
用
曲
線
が
脒
に
：

.夙
：く
唱
人
，ら
れ
た
る
の
義
實
は
認
容
す
る
.：が
-
佘

：の
：槪
念
は
何
等 

之

に

負ふ
所
*
.る
も
の

で
な
い」

ど

斷
じ(

w'
f

 nts, u
f
a
c
e

 V
I
®

、

又

最

大

滿

足の
原

理

を述

べ

たる
後
、「

此vj 

?

同

——
*
歸

結

.
に

到

達

す

る

^

0
ば
：余

1
人
の
：み
で
は
な

い

：
。飾
に
早
ぐ

獨
.逸

は

ベ

ル

マ

ン

•
バ

イ

ン
リ
ッ
ヒ
，
ゴ
ッ
セ
ン
が 

あ
，

.

.
■彼
は
千
八
西
五
十
四
年
.
ゴ
«
^与
*̂
£
目
^

<
3
€
1
"

crQesetze 

des 

Menschlich<5n_: 

verkehrs. 

u
n
d

 
I
'
.
d
e
r

 

daraus. 

f
s
s
e
n
d
e
n

 

R
e
g
e
l
n

 

f

d:r
,
M
s
s
c
h
h
K
c
h
e
s

 

H
a
n
d
e
l
n

こ
な
る
書
を
出
版
し
：
.
.最
.大
滿
足
0
條
伸
に
達
す
る
爲
に
は
、

「

ニ
財
貨
は
交
換
後
：

*
各
財
貨
の
最
後
に
#
ら
れ
た
る
，單
位
が
、交
換
漭
相
耳
に
等
横
値
な
'る
が
如
ぐ
に
分
配
.さ
れ
ね 

ば
な
ら
ぬ」

(

s
.oo
5)

:£
1
sつ
.て
居
る
。
是
は
会
の
方
程
式

I 

V
H 

^
b

,
l

(
d

b

 )

 

=

^

b

K

q

b

 

—

 d
b

 )
， 

o
s
n
m
^
A
> 

B 

f
f 

s
 

'

-C
プ
&

v

t

交

换

潘
(2
じ
對
す
る
同
检
な
る
方
程
式4>
:
1
-
=
,
^
.
2

(

6

, r
4
b
,
2
c
q
〕
w

す
る
o
„而
し
て
突
換
潘
⑴

の
所#

す

る
A
商
n

g

s§
 

q
a

 

v

し
、
交
#
、洛
S

0
所
^

.t
る
B

商
品
の
1
念

？

1

、
交

換

せ

ふ

れ
/:
る
商
；：«|
|
<
、
；̂

0
ll
^
d
a
, 

d
b

 

w

tれ

»t
以
上
の
方
相
式
^

び
る
。
ノ

、、

」

.同

.

1'

で
あ
..る
せ
論
.じ
.て
'
Mる
。(Ibid., 

pp. 

1
6
9

 
丨
 
7
0
.

)

、
 

,

ジ
ブV

ン
ズ
ど
の
關
係
も
大
體
ゴ
ッ
セ
ン
ど
の
其
れ
ビ
同
様
で
あ
る
。
唯
ヮ
.
,ラ
ス
«:
1

、デ
ン
ズ
に
就
て
次
の
如 

ぐ
述
べ
て
厨
る
斗
ジ
^

ン
ズ
は
内
任
意
ニ
商
品
の
交
杨
比
ば
交
換
後
消
费
に
供
し
得
べ
き
商
品
®

*
例
す
.る』

ど
言
ひ
、
方
程
式'

$(

a j
x
y

 

i 

y

 

—

 

f
r̂

,

^T 

x 

令 

2
9
4

〕

を
以
て
之
を
表
示
し
て
居
る
が
、
余

0;
記
號
を
以
て
す
る
な
ら
ば
、

_̂
a.-xqa —

 c5a.) 

db 

i
l 

^a,/da〕

,'

で b
,

l
(

d
b

)

 

- 

d
a

 

r々

ff
CJ
*—

d
b

 J:

_

で
あ
る
。
ジ
ズ
デ
ン
ズ
の
方
程
式
：は
佘
の
ブ
其
れ
も
ニ
點
に
於
で
^
る
々
即
ち
第
1

>彼
は
«
格
を
.交
換
比
を
以
て
代
_
 

骰
し
て
思
な
ぃ
。
第
.二
"
彼
：は

「

1
.天

の

兖

換

者

の

場

合
^
以
：て
決
定
的0.
.も
0

€
考
.へ
へ
：
：
其
の
結
粜
> 
彼
の
法
則

は
假
猶
的
中
疋(

家

:̂
§
5
.
 m

e
g
s
)

に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
。

-
佘
を
以
て
見^

:

ば

、
ジ

エ

デ

ン

ズ

の

方

®

^

は
こ

個
人
の
堪
合
以
外
に
は
全
く
無
樹
値
で
あ
る
。
' 固
ょ
6-
-
斯
6
場
合
に
龄
で
は
余0
方
程
式
ヒ
同一

で
あ
る
。

ら
、余
の
所
信
に
從
へ
ば
、是
ょ
り
進
ん
'で
、數
人
が
栩
互
'に
數
個
.の
'商
品
を
交
換
す
：る
場
合
：を
論
ヤ
べ
き

.で
あ
：'る0是
^
^
^

 

れ
、
ジ
.H

デ
、v
ス
が
禪
格
を
以
て
せ
す
し
て
、交
換
駕
を
未
知
數
ヾ」

し
て
考
ふ
る
の
不
幸
な
る
姐
想
に
執
着
し
、
硏
究 

を
進
め
な
が
つ
た
所
で
あ
る」

ミ
9
51
.
,で
フ
^
。
_
\
0。ジ
^
デ
ン
ズ
は
自
&

1
め
ヤ
、
门
經
濟
理
論
の一

般
的
原
理
並 

に
方
法
•
關
し
て
は
、彼
は
佘
0
知
る
限
ヶ
に
於
て
は
、余

の

成

就

じ

得

る

も

f

般
的
：且
：徹
底
的
に
經
濟

a
:
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s1

十
s

(
1

七
3
1
3

) 

：
 

a
-
I
ザ
ンK:

學
派
创
設
考
レ
太
'ゾ> 
ぞ
が
：ラ
ス

 

0

M

0

一
一
八

論
:̂

說
w
-
3t2
J
0
p
‘
c>
.
t
-
p
r
^
c
e

「x
x
x
v
>
5
w

0
へ1:
:居
：态
妨
、
：：ラ
ル

.ラ
iス
は
ゴ
.ッ
セ
：
ン0
'
.
未
だ
及
^
ざ
-

cv

し
期

ま
督
論
濟
を
進
办
枝
り
ビ
述
べ
、
自
己
0,
發
見
办
一
部
分
は
當
然
镞
ょ
り
優
_
せ
る
事
^
_
|
|
^
る
も
：の
で
*
.る
。
 

(
p
t
u
d
e
s

 

d
-
E
c
o
n
o
n
^
e

 

s
o
cs-
o:
'

p

.mk
>
6
i

)

丨
..彼
の
ff
'
ふ
ビ
こ
、ろ
に
：從
べ
ば「

ず
ッ
セ
ン
'並
に
：ジ
エ
デ
ジ
^
は
余
に
先
だ
づ
て
、.

(

第
，

「

^
^
^

し
、(

第
ニ)

商
品
が
ニ
個
人
間
に
交
換
さ
れ
る
場
合
に
於
け
る
.最
大
效
用
の
條
伸
を
方
^

て
示
し
た
。'此
0
點 

.與
纖
の
獻
地
無
き
所
で
あ
る
。
ジ
ェ
デ
ン
ズ
は(

織

3
U-
於
て
ゴ
ッ
セ
.ン
に
ー
.馨
を
_
す
もQ

 

S自
認
し
、(

第
1
Wに
於 

.て
ば
§

0

貫
献
な
>
ビ

虫

張

し

ぢ_
:に
ゴ
ッ
>
ン
は
：單_
な
‘
契

0

ず
、
ジ
土
デ
シ
ズ
.こ
そ
、
儒
装
供
給
，の
一
爭
る
所
に
_

る
：>
相
苴
最
大
滿
足
0

條
件
を
等
式
に
依
づ
て

.表
示
，し
/2
-最 

初
の
人
で
あ
る
。
然
し
.乍
，
ら
、
彼

等

は

唯
1

獨
人
が
.ニ
商
品
を
相
互
交
.換
す
る
場
合
の
み
を
考
へ
た
の
で
あ
つ
て
、̂
 

數
の
交
換
潘
が
存
す
る
場
合
に
於
け
る
ニ
商
品
：の
一
方
を
以
て
他
方
を
計
b
た
る
市
場
價
格
の
決
定
間
題
に
は
共
に 

米
た
.到
達
し
な
ヵ
つ
た
：■然
る
：に
余
'の
.
.--dsc.pe. d

c
n
e
」t

s-ori?math
6matique'de r

6cbanqe(ao

p:'t, 

I
8
7
~\ 

は
-

個
の
問
題
を
解
決
す
る
。
即
ちT.

は
、
上
述
の
！一

商
品
の
各
纟
の
市
場
«
格
決
定
問
題
で
あ
り
、
他
は
ゝ
市
場
«
袼
變 

»
の
法
則
で
あ
る
。
斯
く
て
最
大
滿
足
の
狀
態
ビ
相
並
ん
で
、
總
て
の
交
換
者
.に
.對
し
一
定
交
換
比
_

即
ち
一
定
市 

赠
の
狀
興r

!
6

 de 

p
r
f

 ur ie 

_

c

hn>
>

一
が
生
す
る
。
惟
ふ
に
.交
»
理
論
は
ニ
商
&
の
相
互 

’交
換
な
る
.甚
だ
し
く
制
限
3
れ
た
る
場
合
に
於
て
さ
べ
も
、:
此
—
ニ
«
の
條
件
：を
.以
.て
創
：め
ー
て
完
全
<
な
‘

も
の
で 

あ
.ク
'で
、.
0:
^
競
^
な
る
機
_
に
'從
ふ
交
換
は
、
共
通
且
im
T
の
比
例
{-
於
て
寶
貢
授
受
さ
る
、
の
條
件
V
J*I
俟
つ 

て
、'
交
換
^
相
1:
'
'
に

最

大

滿

足

^ ;

得
せ
し

む

る

，作

用

を

爲

す

も
の
で
あ
る
o
余

«

價
格
確
立
並
に
.變
動
仍
法
則
を
掷

へ
て
，
玆
II
交
換
の
數
學
的
理
論
を
咖
立
し
た
。
斯
ぐ
て 

所
謂
需
耍
供
輸
の
银
則
を
雄
然
た

：る
：：

方
式
■を
以
て1

水
す 

^
共
0

|
其
の
完
全
な
る
證
明
に
到
達
し
尨
の
で
あ
る
。

.

.ゴ：ッ
ャ
ン
並
に
ク
nV

ズ
ゅ
常
に
一
個
入
若
し
.く
は
個
人
の
一
.集
圓
を
想
.定
す
る
が
、

之
，
は

一
般
的
な
る
.場
合
に 

非
す
し
て
'
#.
異
的
且
例
：外
的
な
る
®
定
で
あ：

るV

考
へ
.る
。
' 斯
C
の
如
ぐ
ば
、
其
の
主
題
.た
.る
、孤
島
に
在
る
ロ
ビ 

.
,ン
ソ
ン
'
の
場
合
ど
な
つ
て
了

.

.ふ。
余
の
討
.究
す
る
は
自
甶
競
爭
の
行
は
れ
る
祉
#
狀
)1
に
於
け
る
辦
象
で
あ
つ
て
、 

‘
が
純
理
經
濟
理
論
を
形
成
す
る
の
で
‘あ
る
。
彼
等
0;
硏
^
す
る
特
殊
な
場
合
は
> 
余
の
檢
时
す
る1

般
的
な
場
合 

に
完
全
に
包
攝
さ
れ
る
のP

あ
る」

ビ
述
、ベ:、

「

斯
ぐ
言
へ
ば
V

T、
余
は
'彼
等
を
非
謗
せ
んw

す
る
も
®
:に
非
す
、
常 

に
滿
胳
の
感
謝
を
捧
ぐ
る
も
の
で
あ
'る
。'
彼
等
は
總
て
の
M
.
a經
濟
學
の
出
發
點
を
奪
つ
たv

巧
妙
に
も
、1

切
の 

有
益
な
る
椎
論
を
導
く
の
：余
地
を
與
へ
た
る
が
故
に」

，ビ
言
つ
て
兩
莕
に
深
甚
の
尊
敬
を
柳
つ
て
居
る
。(

f

 eso

pp. 

3o\
I
-o\
5
>

:

以
上
-
フ\

ラ
ス
が
_
ら
負
.ふ
所
：め
ぅ̂
な
す
先
肇
の
'所
論
ど
彼
自
ら
の
理
論
：憐
成
$
の
關
係
：を
明
に
し
た

。
' 然 

ら
ば
V
チ\

ラ
ス
の
價
値
論
其
の
も
の
は
如
何
"
之
を
俟
つ
て
.I

切
の
結
論
は
：與
ヘ
ら
る
、
_
で
あ
る
。

■

六

'

彼
は
基
本
的
な
る
一
'般
的
考
察
：ょ
ぅ
出
發
す
る
。
社
會
警
を
n
:ラ
ー
々Q

a
r
e
)

な
C
も

，
の
：
、
一

換

言

す

れ

ば

|

方
：效.
 

用

あ

がX
共
に
"他
方
使
用
し#
:る
最
{;
,制
限
あ
る
物
質
的
非
®
8
5§
な
る
-も
0

1

?
 

S
定
義
し
"

「

物
が
何
等
が 

の)

使
用
に
供
せ
ら
れ
、
何
等
かQ

欲
集
R
應
•じ
て
滿
足
を
與
へ
る
場
合
、
此
の
物
は
效
用
.が
：あ
る(utne) 

S言
ふ
。.

必 

M

#用
快
適
鹜
澤
、總
て
®
等
は
：：f

に
.
.：S
.つ
て
，は
、唯
效
用
®
程
度
を
示
す
に
過
ぎ
ぬ
.も
：の
で
あ
る
。
'又
效
用
あ
る

s

j

t

l卷

ハ

；1
-七
.三
|
> 

ロ
>
ザ
シ
ヌ
學
铖
盤
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ル
，
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(

1

1

•ニ) 

ロ
丨
ザ
ンI

減
I

者

笫

十

i

1
1

5

S

の
充
足
ず
る
欲
S

道
德
的
f

の
で
宏
か
：不
遨
德
的
の
も
o
で
あ
る
か
は
、
玆
に
f

は
考
f

容
れ
：る 

必

響

な

ぃ
o1

っ
の
物
質
が
病
氣
を
治
す
爲
にS

に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
真
、
或
は
殺
人
营
よ
っ
て
彼
の
家
族 

を
嫌
殺
す
る
爲
に
求f

れ
る
か
，は

、

他
の
見
地
よ
が
しV

は
極
'
:め
て
重
要
.芝

^

あ
る
が
、
此
の
場
合
こ
々
、
 

て
は
全
然
1

係
で
あ
る」

ど
。魯

§
|
.
,
 

P. 

21)

次
に
：•，一

rare

及
びrare

私
.な
る
語
の
意
義
如
何
甚
ふ
に
、
此
は 

ブ
學
に
於
け
る
愛
' 
證
學
に
於
け
る
管
同
樣
"
科
學
的
產
を
有
す
る
.急

で

：あ
っ
て
、
經
濟
學
上
に
，
 

は
ノ
稀
少
S

夥
多
ど
は
相
互
.對
立
す
る
も
の
で
は
な
く
，
效
用
あ
.ぅ
量
に
制
限
お
る
以
上
は
.
如
何
に
®

潤
で
あ
づ 

て
も
I

で
あ
る
I

s

ば
f

 

.
な
い
。」

而
し
I

に
徒
へ
.ば「

效
用
f

c
j

)

效
用
あ
6

、
稀
少
な
る
も
の
は
占
有
さ
れ
る.0
.

' (

ニ )

效
用
あ
-CV、

稀
少
な
る
も
の
は
横
格
を
有
し
交
換
さ
れ
る
6

ラ
ー
ル
な
る
も
の
一
度
ト
箸
さ
れ
る
基
等
の.
も
の
の
間
に
比.率
が
生
じ
、
其
のi

の
：に
固
有
な
る
直
接
效
用
ど
は

w 

1

定
上
率
丨
於
て
办
秒
ど
交
換
さ
れ
得
る
能
力
を
獲
得
す
る
。
斯
ぐ
の
如
ぐ
し
て
交
換
^
賞
な
る
代
象
が 

生
す
る
の
で
あ
る
。
,

.

.

(

三)

效
用
あ
ト
、
稀.•少
な
ふ
^
の
は
產
業
に
よ
り
生
產
さ
れ
僧
加
さ
れ
る
。
：

斯
ぐ
て 

一
&
交
換
版
値
が
W
1メ
さ
れ
る
ど
、
此
の
事
W
は
、
其
の
本
源
に
於
て
も
表
現
に
於
て
も
存
在
：態
樣
に
^
-
、

p

 

も
> 
自
然
的
事
象
た
る
の
特
質
を
有
す
る
事
ビ
な
る
。
恐
し
小
寶
ぴ
銀
が
檟
値
：

(la 

I

s
 

>

を
有
す
る
場
合
こ

其
.は
，*フ
ル
テ
:0
相
對
的
程
度
に
：よ
る
，
の
で
あ

.つ
て
ノ
共
，に
.均
.し
で
自

_

斯
ぐ
の
如
く
し
て
愈

 

'交
換
理
：論‘の
說
：明
に
這
：入
4
の
；で
：
あ'る
：が
、
彼
は
最
：も

な

る

場

合

ビ

し

て

ニ

商

品

交
 

換
の
問
題
を
論
じ
、CEi6mellts々

 sec. 

II.)

進
ん
で
最
も
重
要
な
る1

般
的
乎
衡
論(ibid., 

sec. 
m

)

を
述
べ
て
居 

る
。
彼
に
從
へ
は
、
ニ
商
品
間
の
.平
衡
！
！
格

論

を

一.

般
化
す
る
事
に
よ
つ
て
、
一
般
的
平
衡
償
袼
論
に
到
達
す
I

J言 

.ふ
の
で
あ
る
が
、
猶
格
原
因
^

^
て
の
ラ\

テ
が
兩
論
に
於
て
占
む
る
地
位
は
、
著
し
き
相
違
を
示
し
て
居
る
。
這 

般
の
消
息
は
以
下
雨
論
の
說
明
を
俟
：つ
て
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ら
5
。

.

彼
：の
交
換
論
は
性
質
論
：ど
原

®
論
ど
の
ニ
つ
に
區
分
す
る
事
が
出
來
る
。而
し
て
彼
に
從
へ
ば「

交
換
®
値
の
事
實

の
如
き
一
般
的
事
象
の
秩
序
的
硏
究
に
於
て
は
、
it
の
性
質
の
檢
討
は
其
の
原
因
の
硏
究
よ
り
も
先
に
爲
さ
る
べ
き 

も
の
で
あ
る J

^
(rDid.,. p. 

4
4
〕
。

〔

第
.
£
交
換
猥
値
性
®
論
'

:

,

M
質
論
に
於
て
彼
の
：說
か
ん
ピ
す
る
ビ
こ
ろ
は
、
諸
讓
等
式(

幾
何
學
的
に
言
へ
ば
曲
線
丨
以
下
之
を
略
す〕

VJ 

供
給
の
等
式
^
に
依
る
弗
衡
價
袼
決
宠
の
問
題
で
あ
る
。
.,

前
述
の
如
ぐ
"
交
換
横
値
令
は「

無
償
に
て
は
獲
得
_

«
せ
ら
：る
、
|1
|
な
く
、他
物
に
對
し
'て
或
_る
.此
率
*
を
以
：て 

賣
質
授
受
せ
ら
る
ゝ
0
•性
質
で
あ
つ
で
，
斯

ぐ

の

如

C
、
數
量
的
性
質
を
有
す
る
が
故
に
> 
人
間
の
個
人
的
意
思
活 

動
！

2

よ
つ
て
勝
手
に
左
右
.せ
ら
る 

>事
な
ぐ
、
自
由
競
爭
の
も
ミ
に
於
て
完
全
に
顯
る
>
15
1
然
的
現
象
で
あ
る
。
か 

く
て
彼
は
需
要
供
給
を
似
て
«
格
'の
函
數
で
あ
る
^
看
て
居
.る
^
、：
此
の
點
ク
1.

不
ノ
ー
の
暗
示
を
受
け
た
る
も
の 

て
^s 
る

は
ザ
ブ
ツ
キ
 

J 

0

^
摘
す
る
通
り
で
あ
る o (

な
3 math

n>'matiques appliqu

rt)>es

w-
r
8'
o.
n
o
m
i
e 

politique,

m
二
-

r
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然
h
ど
雖
も
、
該
^
論

を

荃

體

劣5
ヤ

發

滕

せ|>
.め
长
の
は
#
獨
創
セ

1
.致

せ

し

む

る

が

如

き

點

た

.&
ぎ
る
珂
ち
ず
ど
の
.命
題
を
發
展
鑛
充
し
.で

->
結
«
經
濟
的
：弗
衡
の
：全
理

^
に
.到
達
し 

尨
の
’
■で
ぁ
るP 

:
然
，ら
ば
弗
衡«袼

は

：
如

何

に

，
し

て

成

24
す
る
'か
0 

"
.

:

ユ
人
各
興
る
！1商
品
を
有
し
>
'各
檟
袼
(̂
於

>0I

定
最
を
供
給
し
、
相
手
ょ
り
老
{;
相
當
す
.る
歲
を
得
.，る
場
合
， 

其
の
：交
換
横
値
の
決
定
を
檢
せ
ん
1
^
'
:
«
し
需
喪
ビ
顧
値
ビ
め
間
の

'函

數

關

係

，眾

(

：？
&
, 

F
b

 (
p
b
)，

を
知
る
事
が 

出

來
る
なら
ば

 

>
.此

の

間
題
は
未
知
數
S
同

數に
：.

し
で
.
且

1
、

一
商
：品

の

霞
®
供
給
の
關
係
を
示
す
ビ
.j

ろ
の
方
程
式
に 

依
つ
.セ
、
解
析
的
に
完
全
に
解
く
事
が
出
來
る
。即
ち
他
物
：を
以
て
訐
り
た
る
一
物
0

«
格(

b
を
以
'て
計
&
た
る
a 

の
猶
格)

：は
潦
換
.§れ

た

；る
數
最
の
反
比
に
等
し
い
。

.

.

I

 ま

 

r

f

,

.
(
1)

p
a
.̂c
r
x 

p

 
ダ 2,

"1

然
る
に
平
衡
概
袼
(;
於
て
は
:>
<
谢
品
の
有
效
需
要
は
其
の
有
效
供
給
に
等
し
ぐ
> 
從
つ
て
B
商
品
の
需
要
s 

Aを 

以
て
計
&
た
る
2
の
價
格
ゼ
の
相
乘
獱
に
等
い
か
&

(
2
)
…

…
F
a
(
p
^
=

 

F
b
s
s
,
p
b

<
な
今
故
に
代
數
的
は

«

れ

ば

、

以
上
ニ
式
の
根
を
求
む
る
傘
に
依
つ
.て
平
衡
權
格
を
決
定
す
る
事
が
出
來
る
の 

で
ぁ
る
。
.
' 
故
に
日
ぐ
-1
|苘
品
ま
與
べ
ら
れ
/2
る
：場
合
、
市
場
の
平
衡
を
得
る
爲
.

(;
«(

此
等
商
品
の
各
纟
の
有
效
需 

要
が
‘典
の
有
效
供
給
は
等
し
’か
.るV

ぐ
，
又
等
し
.き
を
'
.以
1
充
分
.で
ぁ
：る
.
.。
此
の
.：平

省

が

得

ら

れ

な
V'
場

合，/ 

i
、

平

衡

铜

袼

に

；
到

達

す

名

爲

に

、

其

：
の

.
^
:

需̂

要

が

有

效

供

給

，を

超

§
s

る
.商

品

‘
の4!
格
权
騰
貴
し
、
此
S
反

樹

：
の

場

合
 

に
は
、
下
落
す
な
事
が
必
要
ビ
な
る
l

^

e

b

a

.

, 

p
.

 

6
4
)
。

.

f

ば
斯
<

0
如
&

耍
の
等
式
函
數
の
形
式
は
何
を
原
因
ど
し
て
、
如
何
な
る
尺
度
に
據
つ
て
決
定
さ
れ
る
の 

で
|>
;
氛
か
"
是
が
«
ち
彼
の
交
換
疆
原
因
職
で
ぁ
る
。

^
0
5 

S

M

M

S

.
. 

’

ヮ\

 

^

ス
に
€

べ
ば
、
«

格
ど
直
接
.の
關
係
に
立
つ
も
の
は
需
要.で
ぁ
シ
、,

實
上
、ff
l

格
.は
输
耍
曲
線
ょb

數
學

,

ノ 

p
.
, 
. 

■

的
に
生
す
：る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
髂
耍
曲
線 

• 

'

の
確
立
並
ね
變
動
の
主
耍
な
る
股
因
及
び
條

. 

' 

:
件
は
、
又
等
し
く
價
格
の
主
®
な
る
原
_
及
：
 

び
條
件
で
あ
る
。(Ibid., 

p. 

7
2
)

故
に
彼
は 

次
の
ダ
ラ
フ
を
用
ゐ
で
此
の
曲
線
を
說
明
す

S
0
:
. 

,

.

■

.パ.

.
:
.

(

第

1

§
 
I

B
痛品の所有者⑴

商品

'
 

に
對
す
る
：需
要
_
線
女
示
す
°
:

\

⑷〇
ad,l

の
長
さ
は
所
有
紫
⑴
の
横
格
零
な 

4
場
合
に
於
け
る
<
商
品
の
需
耍
鼐
を
示 

す
。
.此
0:
*
は
1
般〔

に
A
商
品
の
效
用
最 

(utuite d) extension; 

oc

al
^
f-
t
-
o
n
s
l
v
e

.:

)

こ

.

丫
依
つ
^
決
定
さ
れ
る
。
”效
用
摄
ミ
は
、
財

第
一1

ナv

卷

.

(

-
-七
与
五〕

-
.
.
.
ロ.'...

丨
.ザVK.

學
'淡
削
設
者
レ
：ォ
>
;蚤
，.>)
>
,
5
?
\
,
ス
 

第
十
、ニ.號
：

rlnr.



第
5

十
1

領

(
一

七
S

.0
' 

ロ
-

ザV

ヌ
學
锨
削
.設着レ，
，

ス

V 

第十

1
1瞵

二 
二 S

T

貨
の
獲
得
に
：要
す
る
あ
ら
ゆ
る
犠
牲
.を
除
外
し
て
人
々
の
欲
製
を
，充
足
ず
る
效
用
、'
換
言
す
れ
ぼ
稿
格
零
«
る
場 

合
に
於
て
f
sl
lせ
ら
る
、
_
.«
!
を
意
味
す
る
0故
.，に
.需
；要
.酣
線
.
0出
發
點
は
是
：に
'ょ
つ
、̂

^

ら̂

る

、
の
；で
あ
る
。 

(/
?

次
に
需

要

曲

線

(ad 
ニ 

a
p
o
の
：低.下
及
び
到
達
點tt
A
商
品
の
务
抓
あ(uti

懸

s
n
t
e
l
l
,

 

ou intensive).」

に
依 

つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
效
弁
度
ビ
は
財
貨
の
獲
得
に
.要

す

る

あ

、ら
ゆ
る
懂
植
を
考

]1
.に
入
れ
て
商
品
の
.消
*
せ
ら 

る
、
®
を
意
味
す
る
。
此
の
場
合
は
前
者
ビ
相
爾
し
て
複
雜
且
相
對
的
で
，め
る：o 

:蓋
し
八
商
品
の
需
要
11
1
1線
の
.低 

下
は
A
商
uru
の
效
s
;
&ど
共
に
B
商
品
.の
效
用
.度
に
も
：‘依
存
す
る
か
&
で
あ
：■る
.
o
:
B
商
品
の
其
れ
の
，場
合
も

同

憐

_
 

で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
需
要
曲
線
の
，低
下
は
之
を
.
要
0
滅
少
^

«
格
增
加
ヒ
の
比
率
の
»
界
ど
定
義
し

#

る
の 

で
.あ
O'
て
、
是
は11

商
品
の
效
用
I度
間
の
複
雜
な
る
關
係
を
顯
示
す
る
0
で
あ
る

.

P

®
に
現
在
，
所
有
者
⑴
の
爭 

ホ
に
在
る
B
商
品
の
摄(

兮〕

も
亦
需
要
曲
線
の
低
下
に
影
響
：を
及
す
の
で

(

*:
る
。

I

以
上
の
分
析
は
一
見
不
完
全
で
あ
つ
て
、
是
れ
以
上
論
步
を
進
む
る
事
は
不
珂
能
の
如
ぐ
に
考
へ
ら
れ
る
。
何
故 

な
ら
は
、絕
對
的
な
る
效
用
度
は
、效
用
蹵
及
び
所
有
最
ど
異
つ
て
、
直
接
測
定
し
得
る
時
間
^
も
空
間
S
も
i
®J
係 

な
る
が
故
に
、
:菩
人
は
：之
を
知
；る
觀
も
な
い
か

.ら
で
あ
'る
0
‘然
し
乍
ら
、
此
0
羅

は

.克

服

し

得

ら̂
,る
0
即
ち
菩 

人
.は
效
并
ir
、
.
.
效
用
觀•
所
有
最
の
價
袼
に
及
す
影
響
を
數
學
的
に
計
贵
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
故
^
先
づ
效
甩
度 

を
衡
る
股
基
の
.存
在
す
.
.
4及
.び
效
用
：度
>
,效

用
誉
..ー
宛
時
間
中
、
交
換
者
に
對
し
固
定
的
な
る
も
の
ビ
想
定
す 

る
9
:蚶
為
第
二
11
1)

：に
於
で
：

.:
V
:';.て

.

.

ぐ

縱
線
〇
q
:
2fr
f
)
anr
®

>橫
線
’

O
r

は
效
用
度
を
示
す
。
〇
q
、，q、q

、、，
q、、q
ミ
，-は
所
有
者
⑴

が
一
定
時
問
中
に
^
、

て
繼
賴
的
に
.沿
戴
す
る
ぉ
前
品
の
.各
眾
位
龛
不
す
。
此
0
場
；合
：̂
於
：て
-,
>
,各
银
位
:0
1效
用
度
は
最
緊
要
^
る
欲
留
ょ
.

り
他
滿
：に
至
る
迄
次
第
に
減
..少
す
る
。
 

難
に
衣
：服
；0
如
く一

單
位
づ
っ
消
费 

す
る
瓶
品
に
於
て
は
、
非
連
續
曲
線 

Q
r
.
,
R
、r、、R

、、r

ミR

ミ
.
：

0 

€
な
り
、
炱 

物

の

如

く

微

小

最

づ

、
消
©

す

る

商
品 

に
於
て
は
、連
續
曲
線
G
f 

r、

ヽ

r
ミ
：

:) 

S
な
る
。圖
に
ょ
^NO/9q,l

及
び
O
Q
f 

は
商
品
6
及
び
<
の
效
用
最
、
P
9
q
e

 

F

ン
及
び
1
0
#
1
戸
1.
は
商
品
马
及
び 

A 
の
總
效
用(utilit̂

s virtuelles).

で
ぁ 

る
。
從
♦
て

及

び

F 

は
商
品
A
及
.び
]3
の
效
用
11
|
1線

(

欲
盟 

肋
線0

を
示
す
の
で
ぁ
っ
て
、
'
是
等
は 

更
に
二
っ
ゆ
性
質
を
具
有
す
る
。

(«
)

■有
效
效
用(utility effective〕！

一
 

定
董
の
商
ロ
⑴
を
消
费
す
る
事
に
ょ
っ 

充
足
'せ
ら
れ
.る
欲
®
の
總
和
。
故
に 

第

十

二

啟

^



s

f

s

.

: 

C
l
七
；：I
K
)

 

ロ

！

ザ

ゾ

者

レ

，

す

V

ダ

叱

第

卜

ニ

跋

 

ー

ニ

>

肋
線
>

A如
f
は
.一
個
人
'に
依
つ
：
て
消
鸷
せ
ら
れ
も

1}
商
品
.の
暈
を
函
數
ミ
す
る
有
效
效
用
‘で

あ

o
q
b
p
wo
r
.ド
 

はq
b
:
*

の
悄
費

：

に
よ
つ
：
て
得
ら
れ
一
る
有
效
效
用

»■
示
す
の
で
あ
る
。

：

.

,.
ソ；
 

_
.

- 

P

ラ
ル
-
K 

(
ロ
这
ひ)

|

一
 

定
量
の
商
^
を
消
费
す
る
事
に
上
つ
て
充
足
せ
*ら
れ
/2
.%
最
'終
：滿
足
の
强
度
0
故
('
:
咕

.« 

、
r
.
l 

>
q
.
l

は
同
一
個
人
に
依
つ
て
消
費
せ
ら
れ
^
る
衫
商
品
の
«
を

函

數

？
す
る
；
ラ
^

肋̂
線
セ
あ
 ̂

q
b
P

即

ちO
P
b

は

q
.c
r
蹵
の
：消«
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
る
ラ
ル
タ
を
ー
范
^
0 '
で
あ
：る
4
斯
ぐ
て
吞
人
.
は
次
の
命 

題
に
到
達
す
る
。i「
ラ\

テ
は
所
有
最
の
減
少
ど
共
に
：僧
加
し
ノ
反
對
の
場
合
に
は
：減
少
す
る

」

^
。

.：

以
上
を
解
析
的
に
考
察
せ
ん
に
、
有
效
效
用
は
消
費
量
を
画
數
.ど
す
る
か
6
、
，方
程
式
a

4

Jニ 

s

’
. 

U
4
b
.
l

 

cq)，

ラ
ぐ
ブ
は
其
の
誘
導
画
數F
あ
る
か
ら
r
=
A
r

(

多

へ

q)，

を
.以
で
*
.
&、
同

時e.

又
“
フ
ル
テ
は
消
費 

鸷
を
函
數V」

す
る
か
& r =

 l
l
(
q
〕，

r
=
^
.
l

(

q)

へ
を
以
て
表
さ
'れ
る
0
然
ら
.ば
有
效
效
用
^

よ
り
q
迄
の
定
» 

分 

’

h
 

f
 

(

q)

^

.

j

^
 

f
r
s
d
q
,
:

に
よ
つ
て
與
へ
ら
れ
る
。
故
に
有
效
效
用
ミ
ラ
,
'ク
ど
の
相
|S
關
係
を
示
さ
ん
に
，•

仁
"

^

q

)

=

ô
;°
&
犮

r
=
$
(
q
)
=
A
q

レ
ど
な
る
。

續
い
て
一
個
人
が
あ
る
®
格
に
於
て
、
一
商
品VJ

他
商
品
ど
，を
交
：換
す
る
場
合
を
.考
察
す
る
に
、
彼
に
ビ
つ
て
最
大 

滿
足(

最
大
有
效
效
用〕

の
嬷
#
せ
ら
る
、
は
、
s
ム
€ rb.”

ど
の
：比
が
交
換
後
？
卜(

ぉ
を
以
：て!1
*
っ
た
4
の
：傾
格>

に

费

し

く

な

つ
た

時

で

あ

る

。

最

大

滿

足

の
股
现(

c
o
n
dition 

d
e

 

la 

satlsfact

0*n

 

m
£
m
u
m
)

ど

言

ふ

は

叩

ち

I
で

 

あ
つ
て
、
ジ
ゴ
r 
^
ズ
の
交
換
第

 
一
M
理
ビ
全
く
同
一

で

あ

る

。

彼
の
證
明
を
略
記
す
れ
ば
次

の

如
ぐ
で

あ

る

。
今

一

 

個
人
が
B
商
品
の
:q

b

最
を
所
有
す
る

場
合
•
彼
の
總
效
用
は
0

1

.

.

.
の
、表
面
獠

で

あ

る

。

然

し

乍

ら

彼

は

斯

 

く
の
免
く
全
部
を
消
費
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
何
ど

な

れ

ば

、

2
商
品
のI

部
分
だ
け
を
消
©
し
、殘
り
は
之
を
以
て
、 

市
場
！！
格
に

於
て<

商
品
ご

交
換
す
る

方
が
h

h多
ぐ
の
欲
-

5|

を
充
足
し
得
る

か

ら

で

あ
る
。
之
を
圓
に
よ
つ
て
示 

さ
ん
に
、
0
を
以
て
計
り
た
る
<
の
顧
格P

a

な

る

場
合
"O

y

を
以
て
表
す
ぉ
商
品
の
y

®だ
け
消
#
し
、
殘
ぅ 

の

y
q
b

'4
>

A
ir
p
mの

d
a

ir
r
O
DU
P
を
以
て
示
す)

ど
突
換
す
る

な

ら

ば

、

前

よ
り
も
總
最
に
於
て
大
な
る

0

、
㈧
H°
A 

+ odarys/ri

の
表
面
®
を
以
て
表
さ
れ
る
欲
肆
の
總
遺
を
充
足
し
得
る
取
ど
な
る
。
然
る
に
彼

は

可
及
的
大
な
る
滿 

足
を
得
ん
ど
し
て
交
換
を
行
上
が
故
に
、
價
格p

a

が
與
へ
ら
れ
て
居
る
場
合
に
はda.

は

o
s>
ざ

+ o
d
a
g
r
l

 

の
‘•表
面
猾
を
最
大
な
、ら
し
め
る
條

#
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
此
の
條
件
こ
そ
は
、
交
换
炎
に
妗
て

ど
な
る
^
に
ょ
つ
て
光
さ
れ
る
か
ら
、ra

ム
ビ

r

r
ど
の
比
がP

a

に
等
し
ぐ
な
つ
た
場
合
に
始
め
て
最
大
滿
足
が

0

^

i

s
 
S

S

S

O

斯
く
て
：此
の
：最
大

.滿
_足
の
凉
理.ょ
6
猶

耍
|1
|
1
線

、

供

給

肋

線

が

決

定

せ

ム

れ

.
"
斯 

ぐ
し
て
數
學
的
•'
(
:
'
部
衡
價
格
の
確
立
を
看
る
ど
言
ふ
の
で
ぁ
る
。

以
上
の
說
明
を
：經
て
フ\

ラ
ス
は
遂
に
最
後
の
結
論
に
到
^

す
るo「

交
換
®

値
Q

M因は何

で
ぁるか

」

。今

商
品 

A-
及
び
B
の
交
換
#
値
を
.va

'
v
b

ビ
し
、ra

士 rb.i, 

ra..., 

/
 

P3
,
尹

…
…

を
交
換
後
の
各
交
換
密
⑴g

g

 

-
-
に
對

す

る

各

商

品

.
の

き

ルネ

ど
す
れ
ば
、
最
大
滿
足
は
上
述
：

Q

說

明

に

：

山
：：

つ

て

交

換

者

⑴

に

ビつては

«
'
l
;
i
卷；
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派
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ソ
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^
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ス
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卜

ニ

號

”
， 1、

ま

 

n
n p
f 

=

 

R
>

 

:
r
b

一 

J 

ra.I 

交

換

者(2)

に

？

つ

て

は

=

 

Pa, 

=
P
b

r
F
，

r
a

 

交
換
者
!3
)
:に
$.っ
て
は

§
な
る
。
故
に」

般
的
に「

平
衡
顧
袼
は
ラ
ル
テ
の
坩
に
等
し
：，
或
は
交
換
«
値
は
ラ
ル
>
に
比
例
す
る」

ビ
の
結
；論 

を
#
る
。(

E
M
m
e
l
.
,

 

p:'
.
I
O
I

)

彼
に
從
へ
ば
、「

斯
ぐ
の
：如
ぐ
ラ\

ク
ミ
交
換
價
値
ミ
は
隨
伴
的
比
例
；的
ニ
現
象
な 

る
事
確
實
な
る
如
故
に
’
正
破
に
ラ
ル
テ
は
交
換

«

値
.の
原
_

で
あ
る
。

.

何
i
な
れ
ば
；ラ
ル

一ブ■は
.個
人
的
主
m
的
T 

あ
つ
て
、

且
絕
對
的
の
も
の
：.で
あ
ぅ
ノ

 ：

交

換
®
値
：.は
瑰
實
的
客«
的
で
.
.あ
：
つ
て
、

且
相
對
的

.の

.も
の
な
る
が.故
：で
あ 

る
9
例
へ
て
晃
れtf
ラ
^
プ

は

靈

で

あ&
、
交

換

價

値

は

蓋

；の
如

_
も
の
で
あ
る
^J 

(Ibid., pp. 

1
0
2
,
3

)

0
 

以
上
の
所
論
は
ジH

デ
ン
ズ
の
說
明̂

甚
し
ぐ
接
近
し
て
居
る
。
ッ

\

ラ

ス

も
自

ら

認
め
て
、「

ジ
ェ
デ
ン
ズW

余
ビ 

の
勞
作
は
相
苴
確
認
し
、完
璧
に
し
て
、
檟
値
あ
ら
し
.め
を
も
.の
で
あ
：る」

ど
食
|

&
好
，pr6fkce<11/

詢
に
彼
等 

の
限
界
效
用
說
は
人
問
心
理
の
解
剖
ょ
り
出
發
し
で
、
最
大
滿
足
，0

M

a

(

：w
a-t
r
a
s

—

c
s
d
i
t
i
o
n 

de la satisfaa.on 

m
aximum, J

e
v
o
n
s
l
T
h
e

 condition of exchange)

を
確
立
し
、
是
に
依
つ
て
：交
換
の
.平
衡
點
の
決
定
即
ち
交
換
摘
-
 

値
0-
成

，立

を

說

明

し

：
、

其

0
原
因
を
限
界
效
用
'に
：在>

?爾

め

，
る。

.

.

然
£

ば
原
因
論
ど
し

て

の
彼
等
の
.限
界
效
用
說
に
は
如
何
な
：る
.批
»
が

與

べ

，
ら

る、
で

あ

ら

ぅ

かo

私
は
ジ
令
デ
ン 

ズ
0-
其
れ
に
就
て
は
姑
ぐ
之
を
措
き
"

«
ら
ヮV

ラ
ス
の
®
値
論
に
就
き
檢
蕺
を
餺
み
ん
炙
す
冬
も
の
で
あ
る
。

卑
見
を
以
.て
す
れ
ば
、
ヮ
ゲ
艺
メ
の
.交
換
檟
値
原
_
論
.は
其
：の
論
理
的
過
程
に
：於

.て

循

環

論

：
に

陷

，
つ
：
て

居

.る
も
0 

€
備
す
る
0
.何
S
な
ら
ば
、
振
格
の
.原
因
#
說
明
せ
ん
洛
す
岁
彼
：の
：價
値

.論
が
常
に
：價
格
を
豫

'想
ず
.る
か
で
あ
る
。
 

固

ょ

シ

所

與

W

す

：る’顧

格
^
率
衡
價
袼
S
が
.必
ず
栩
巽
し
：得
'る
場
合
に
は
.、
巖
密
な
.■る
意
味
に
於
■て
循
環
論
^J

は
言
.：
 

ひ
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
'0
然

し

乍

ら

ソ

ル

一

フ

ス

.
に

於
け
每
が如
ぐ
、
：
«格
：な
る
槪
念
ば
箱

H

同

：

I

方
法
.に
：
依

；
つ
；
て

說

明

：
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ロ
~
ザ
シ
ヌ
學
派
削
設
象
レ
ォ
ゾ
，
夕
^
チ
ス

 

够
卜1
1锻

1

3
J

し
得
る’，
一
つ0
平
衡
點
：で

あ

冬

至

、

霜

は

'
®格
其
.の
へ
も0
を
左
右
す
る
諸
現
象
を
決
定
し
得
る
事
ヒ
な
.，る
が
故 

に

r
然
循
環
論
に
陷
ウ
て
居
る
も
.の

ビ
言
.
.ふ.、べ
き
，で
あ
^
。
ザ
：ブ
：ダ
キ
I

t亦
!;
ル
，
一
フ
ス
の
以
，
上

の

^
因
#
を
# 

し
て
次
の
如
ぐ
言
つ
て
居
る
：。

H
此

の
結
論
た
な
，
到
底
正
：確

V

は
言
べ
な
。い
。.
此
の
：：1

_
象
«
共
通
の
.
旅
因
を
有
す 

る
か
も
知
れ
な
い
が
、一

般
に
價
格
の
原
因
を
解
決
ず
る
も
の
：ど
は
言
ひ
得
な
：い
o
何
€

な
れ
ば

、

交

換

比
^

ま
交

換

 

比
^
に
影
響
を
及
ぼ
ず
諸
現
象
^
決
定
し
得
、る
か
ら
で
あ
.る
Uビ(

o
p
. 

dt., 

p. 

1
1

9)

w
此
の
®
に
就
て
司
じ
®
界
效 

用
論
者
べ
ー
ム
•
パ
、グ"

A
ク
が
ジ
ラ
T V

ズ
及
び
フ
ル
ラ
ス
：
の
眼
界
效
用
說
を
評
し
て
次
の
如

.ぐ
述
べ̂
^

甚
た
し
く
吾
人
の
興
味
を
惹
く
の
で
あ
る
。「

世
人
も
知
る
如
く
、
ジh

デ
ン
ズ
及
び
ヮ
ル
ラ
ス
も
亦
吾
が
學
派
ミ
相
似 

の
©
格
；̂
則
に
到
達
し
た
。
然
し
乍
ら
彼
等
の
叙
述
は
®
ほ
著
し
ぎ
欠
陷
を
示
す
t
の
で
あ
ひ
て
、
我
が
燠
太
利
學 

派
こ
そ
創
め
て
之
を
*
た
し
た
^
言

.つ
て
®
.

い

。
特
に
我
々
は
需
要
供
給
‘
の
舊
價
格
理
論

0
總

，てが
既

つ

た
循

環

諭

 

(
c
i
r
s
l
u
s

 

vit
〖o
s
u
s
)

か
ら
眞
先
き
に
正
し
：き
遁
路
を
見
出
し
たo

即
ち
{
方
市
場
に
於
け
'る
呼
®
は
、
其
の
商
ロ
听
こ 

就
て
爲
す
評
價(

w
e
r
t
s
c
M
t
z
g
g
s
)

に
依
つ
で
影
響
さ
れ
る
ミ
同
時
に
、
他
方
多
く
の
：場
へ
ロ
に
於
て
、
評
價
4
又
其 

の
商
：n
mの
市
場
®
格
の
狀
賴
を
通
し
て
影
響
を
.受
け
.る
。
丨
例
.へ
ば
余
に
對
し
て
冬
服
の
限
界
效
用
は
、
其
の
市
價 

が
一
一
十
弗
の
：
場

.合
：ょ
り
も
屮
弗
の
場
合
に
於
て

'遙
か
1C
低
い
事
は
明
白
で
あ
る
。
故
に
需
要
供
給
法

則

の
正
.確
な
る 

心
理
的
說
明
を一

般
に
必
要
み
ぅ
ミ
考
へ
た
ジ
ェ
デ
ン
ズ
、
ブ\
ラ
ス
の
說
明
は
循
環
論
の
迷
路
に
墮
し
て
屈
る
。
即 

ち
彼
等
は
說
明
の
明
»
不
明
2
に
於
で
程
度
_の
差
：は
あ
る
が
、

均
し
ぐ
檟
格
を
個
人
の
評
猶
が
ら
說
明
し
、
.
個
人
の 

評
價
を»
び
偾
格
：か
ら
說
明
す

.る
。
固

ょ

是

は

；何

等

の

解

決

で

も

な

い

.0
然
も
經
濟
學
は
斯
く
の
如
き
朱
解
答
の 

解
答
に
滿
足
す
-る
よ
り
他
な
か
つ
た
。然
し
乍
ら
、塊
太
：利
學
派
は
精
密
な
る
硏
究
に
ょ
つ
て®象の

根
柢
ま
で
究
め

ん
ど
す
る
の
努
力
を
最
初
に
^
み
た
の
で
あ
る」

ビo(Gesacmnelte Schriften SS. 

2
I..I- 2)

眞
質
、
埃
太
刺
學
.派
は 

正
當
な
る
論
理
的
過
程
に
於
て
交
換
檟
値
の
唯
一
根
本
原
因
を
尋
ね
得
た
で
あ
ら
ぅ
か
。
彼
の
檟
値
論
は
.正
常
•横
格 

の
說
明
に
於
て
全
然
偾
格
槪
念
の
想
定
を
離
れ
て
成
立
し
得
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
此
の
點
聊
か
最
後
の
.結
論
に
於 

て
觸
る
、
S
こ
ろ
で
、
の
る
。

七

.
フ
ル
ラ
ス
は
こ
»
ロ|
|»
に
於
け
る
交
換
理
論
を
以
上
の
如
く
論
じ
、
進
ん
で
數
«
商
品
間
に
於
け
る
交
換
理
論
即 

ち
一
般
的
平
衡
論
を
說
明
す
る
。
該
論
こ
そ
は
口
丨
ザ
ン
ヌ
學
派
成
立
の
因
由
：で
あ
る
か
ら
"
煩
雜
を
顧
み
ず
し
て 

數
學
询
說
明
を
迎
ら
ぅ
ど
思
••
'の
で
あ
る
。
彼
に
從
へ
ば
、

一
般
的
平
衡
は
未
知
數
ミ
同
數
の
方
程
式
を
得
る
事
に 

依
つ
て
解
決
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の
方
程
式
は
幸
に
も
需
要
供
給
f
f
l
格
の
一
般
的
關
係
を
考
察
す
る
辦
に
ti
l 

つ
て
確
立
す
る
事
が
出
來
る
。

先
づ
A

B

C

D 

:

:

M

個
商
品
の
場
合
に
於
て
、
八
商
品
を
以
て
鼾
ぅ
た
る
5

0
1'
)
:
:
商
品
の
有
效
爾
嬰
の
方 

程
式
は

D
b
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a
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p
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.
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.
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p
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a
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P
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^
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»
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•
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•
«
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»
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.
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,

(
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明
I
各
s
の
需
要
は
、
交
換
せ
ら
れ
た
る
商
品
の
、
他
物
を
以
て
|+
つ
た
®
^
の
li
l
-i
c
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、

m
l

r
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し
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&

れ
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價
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®
^
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も
あ
：るP)

•

ど

な

ぅ

、

是

に

依

つ

て(

日
i

〕

個

の

方

程

式

を

得

る
，
o

同

様

に

し

て
B

.商

品

を

以

て

計

り

た

るA

 

c

 

o
 

の
有
效
需
要
の
方
程
式
は 

,

o

a
c r
. 

H

 

.

.

^ 1
;
a
.
b 

.

(

p

p '
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.

.

p

c
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:
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c r
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:

o

,

D
c
.
b

 

y Fc
.
b

 

(

p
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w
.
b
, 

pc.b, 

s
.
b

:

:

:

:

)

D
d

.
b

 

"

 
F

d
.

b

 

c
p

a
.

b
,

 

p
c

.
b

,

 

p
d

_
b

,

.

.

.

.

.

.

.

.

〕

f
な
ぅ
、等
し
ぐ(

m
—
1)

個
の
方
程
式
を
得
る
。
以
下
同
樑
に
し
て
總
計
丨
1〕

個
の
方
程
武
が
與
へ
ら
る
、
唞

W

な
る
の
で
あ
る
。
又
需
，

供
給
e
は
相
等
し
ぐ
價
格
は
反
比
例
な
る
を
以

て

、

A
商

品

_
_
餐

ミ
の
^
換
方
程
式
は 

* 

D
a

.
b

 

M

n
 D

b
.

a
,

 

p

b

>

U
2
.
.
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"

U
C
.

J°PC.
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D
a

.
d

 

H

 

D
d

.
a

,

 

P
d
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a

,

N>
J
な
b
、
其
の
數c

m
l
1
)
、

同
様
に
し
T

B商
品VJ 

A

C

D.
商
品V」

の
交
換
方
^
式
は

D
b

.
a
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D
a

.
b

,

 

p
a

.
b

 

D
b
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=

 

D
c

.
b
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p
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b

 

o
b

.
d
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”

o
d

.
b
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p
d

.
b

1

三
二

:
:
:
商
品

ビ
f

、
等
し
ぐ(

m
—
1)

個
、
以
下
同
樣
に
し
て
、總
計
<

3
丨1)

個
の
方
程
式
を
得
る
か
ら
、前
者
ビ
併
せ
て
2
3
 

(
m
i
l
)

個
.の
方
程
式
が
與
ベ
ら
る
ゝ
fl
i

fな
る

。
然
る
に
未
知
數
は
M
個
商
品
相
瓦
間
に
な
り
た
つ
•横
格

m
(
m

丨
；

I) 

ど
相
;a
.交
換
:#
日C

B
—
1)

併
せ
て2

m

 (
m
i
l
)

個
ビ
な
る
か
ら
、
未
知
數V」

同
數
の
.方

程

式

に

由

數

學

.的
に
一 

切
は
解
決
せ
ら
る
、
講
で
あ
る
o

以
上
は
各
商
品
の
各
榴
格
に
於
け
る
獨
立
的
相
互
平
衡
狀
態
で
あ
る
が
、
市
場
の
一
般
的
平
衡
は
相
互
ニ
商
品
間 

の
*
格
.力
第
三
の
，**
品
を
，以
.て
tf
つ
た
其
の
.ー|商
ロ
0|
.の
各
摘
格
'0
.比
に
等
し
い
場
合
に
生
..す
る
の
で
あ
る
。
W
ち
.
 

方
程
式
を
■以
て
示
せ
.ば
次
の
如
く
で
あ
る
.
。

/
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p
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p
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P
c
.
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P
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p
a
.
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- 

-

-
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-

i 
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1 

,

蓋
し
然
ら
ざ
る
場
合
に
於
て
は
、
直
接
交
換
よ
り
も
間
接
交
換
即
ちarbitrage

に
よ
る
を
以
て
利
益v

す
る
か
ら
で 

あ
る
。
故
に
間
接
交
換
の
起
、b

wる一

般
'的
平
衡
に
於
て
は
、
價
格
の
相
.互
に
相
等
し
い
脚
係
即
ち

(

日—
I
x
m

 —
1) 

の
访
^
式
が
立
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
，。
即
ち

3
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"
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^
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^
る
11
1

方
程
式
を
得
る
が
、
此
は
消
去
法
に
'2
り
事
實
上(

日—

1)

個
ど
な
る
。
故
に
直
前
の
平
衡
状
態
に
冷
け 

る
^
程
式(

3 

!

【)

:?
丨
^
並
：に
«
要
の
:^
程
式
3(
3
丨】)

ど
を
.併
.せ
て
合
|+
2見
日
|1)

個
の
方
程
式
を
得
る
#

S
 

な
I

未
知
數
ヒ
同
數
の
方
程
式
に
曲
り
全
體
的
解
決
：が
輿
へ
ら
る
、
の
で
あ
る
。

以
上
：は
交
換
者
が
ー
^
商
ロ
⑴
の
み
を
有
す
る
場
合
で
あ
る
が
、
進
ん
で
各
i
數
個
商
品
を
有
す
る
場
合
に
1T
J
け
る 

1

般
的
卒
嘯
價
格
は
如
何
に
む
て
決
定
せ
ら
る
、
か
。
交
換
渚
⑴
は
商
品
入
を
电
，.、

B
を

q
b
.
% 

C
を
，
q
c
s
D

 

を
' qd

l
:

最
だ
け
所
有
し
' 
商
ロ 

I
AB.
C
D 

:

:
の.1

定
時
.間
中
に
於
け
る
效
用
の
方
程
式
を
J

l

?
 

r
u

 

^
a

(

6
, r =

 f c.i(q)，
r =

l
.
l

(

q)

： 
：
.
.ビ
し
，夫
々
A
を
以
て
計
b
た
る
B

c 

P 

:

:

の
價
格
を
セ
ダ
ダ
p
a
:
 

ど

し

、

交

換

者

が

相

£:
交

換

す̂
O
A 

B 

C
-
D

-
-
の
數
最
を
X
, y, 

N
, 

-
-
S
す
れ
ば
、f

商
品
を
爾
要
'

す
.
4爲
に
は
是
匕
同
一
條
件
の
他
商
品
を
供
給
：し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
今X,, 

?
ダ
，

•
:は
正
負
带
ば
.：す
〃 

る
帮
ど
な
办
、
次
の
方
程
式
が
成
&
立
づ
の
で
ぁ
る
。

M
i 

+ 

y
l
p

cr
ナ ZiPc 

+ WHPd 

十
.

..：
=
0

.a
最
大
滿
足
の
原
理
に
依
ぅ

•:
'

: >
b
.

ド(
q
b
.
l

十

 

y
l
)
=

P
b

 
で a.l(qa.l 

+ 

x
v 

f
c
.
l(qc.l'+ 

z
l
)

U
M P

c

 
で a

.
l
(
q
a
.
l

十 

XI
)
，

や d.l.(qd'l

十 

w

o

“ 

P
d

 
令a.lcqa.i 

,+

x
o
.

な
るC

日—
1
)

個
の
方
程
式
を
得
る
。
直
前
の
一
方
程
式
$
併
せ
て11
1
個
の
方
程
式
を
得
"
從
つ
て
未
知
數

X

マ
ド
，

N
l
,
W
M
.

.

.

.な
な(

ョ
|

1)

の
未
知
數
を
漸
次
消
去
し9
斯
く
て
價
格
を
函
數
ど
す
る
第£
番
目
の
方
程
式
が
與
へ
ゝ

」

れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
交
換
者
⑴
に
於
け
る
B

G

D

•
.
:の
需
要
供
給
の
方
程
式
は
：次
の
如
ぐ
な
る
の
で
あ
る
。
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i
=
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P
d
.
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p
d
:
:
:
)

W
M.
= 
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.
1
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P
c
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p
d
'
:
:
‘
o

交
換
者
(2
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(3
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:

:

:
に
就
て
も
同
樣
で
あ
る:°

換
者
(1
)
(2
(3
)

:

:

:が
交
換
す
る
商
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B

C
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の
總
和
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十
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總
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の
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な
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以
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p.z
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P
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ビ

な

：
ヶ

、

斯

ぐ

て

彼

は

通

貨

I

で

定
I

れ

た

る第
：：

m

番

目

の

商

品

於

以

て

：計

：

つ

た

？

i

商

品

の

含

i

 

I

次
s
 
ニ
傰
の
條
#
(̂
由
つ
ゼ
數
學
的
に
.決

定

？
れ

る<
言
ふ
0
:で
あ
る
°

即
ち 

(

第
.一) 

各
交
：
^

J.

は
•ラ
へ
ル
タ0
比
：が
慎
格(:
.等

し

き#:
合
に
：欲«
の
最
太
潇
足
を
，

る
0
.

(

第
二)

.
各
交
換
者0
授
受
ず
：な

比

率

は

同

一

で
あ
•る
.。
市
場
に
は
總
有
效
需
製
ビ
總
有
效
效
用
ど
の
相
等
し
ぃ
ニ 

■價

格

の

，
み

し

か

，
あ

ヶ

#
な
、い
：が
?>
';
。

.

(

第
三〕

ニ
商
品
の
.平
衡
®
格
が
第
三
の
商
品
を
以
て
計
ぅ
た
る
各
ょ

の

平

衡

價

格

の

比

.に

等

し

き

場

合-
は

、

自 

由

裁

最(
a

r
b

i
t

r
a

g
e

)

は

起

り

得

た

い

。
，

斯
く
0
如
.く
し
て
：、
自

幽

競
#
の
機
構
に
據
り
、
市
場
に
於
て
實
際
的
に
以
上
の
條
伸
が
充
さ
れ
る
事
を
證
明
す
る 

の
で
あ
るo 
;

以
上
は!

般
：的
平
®'
論
0
大
要
で
あ
る
が
、進
ん
.で
、
彼
は
ラ
ル
ー
グ
ビ
の
關
係
を
述
べ
て
、11

商
品
交
換
の
場
合
ビ 

•，等
し
ぐ
比
例
的
な
る
事
實
を
例
爾
す
る

0斯
ぐ
て
前
論
ビ
间
欉
、「

ラ
ダ
テ
は
主
觀
的
絕
對
的
串
實
な
る
が
故
に
、交
換 

横
値
め
质
因
で
ぬ
る
し
导
芦p.「

.
1
%

)

ど
述
^
て
居
る
が
、
是
ほ
决
，し
：て
唯
. 一
M
因

で

：
あ

り

、
且

尺

度

'
た

る

の

流

味

セ 

.は

，
な

ぐ

單

ド

樹

袼

發

生

•に

必

喪

な

：
る

.條
件
ど
倉
ふ
に
過
ぎ
な
い
.。；即
，ち
脚
註
'1
5

¥
ふ」

^
 

る 

炎
換
價
値
^
,絕
對
的
；主
?|
4
的
亭
實
だ
る
ラ
^
テ
の
區
別
.ば
、
，交
換
價
値
：<
使
用
：價
値
<

0區
別
の
嚴
疋
な
る
表
^
 

で
あ
る」

v

 (Ibid., p. 

1
4
0,

^
0
1
$

「

般
的
平
衡
：論
だ
於
て
ラ
：

^
テ
の
占
む
る
地
位
蜂
^

は
#
れ
直
ち
に
又
新
な
る
他
：の
.湯

.檟
格
が
確
立
す
I

;言
ぶ
所
謂
平
衡
價
格
_
動
0
.法
則
：を
.成
立
せ
し
め
、る
‘一
 

條
件
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
然
も
此
の
變
動
の
法
則
た
る•

又
頗
る
重
要
で
あ
つ
て
、
確
立
の
法
則W

合
し
て
、

經

輩

上

、
霄
要
供
給
I

則
基
せ
：I

:
、
法
則
の
，科
學
的
方
管
到
達
畜
'

|
あ
る
。
此
の
法
則
の
說
明
は

■
r

l r
r

*
I

‘

卷

2
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四
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丨
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-
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學

派

削

設

者

方̂

シ

：
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^

ラ

ス 

第

屮

ニ

號

-

不

奉

に

し

：
て

.今
日
迄
齅
解
さ
脉
或
は
木
徹
.底
極
-̂
.る
.も
0
で
.ゐ
づ
隹
艺
述
：べ「

て
磨 

p. 

s

%: 

■

•切
i
 

, 

八

.

'
',-
'

.

'

:
•:
.

f

を
以
：て
7
グ
ラ
ス
の
價
値
論
^
に
铜
衡
檟
格
論
の
大
：要
ミ
す

.る
。

上
述
ぬ
如
:(
:
>
:
'
彼
は
.個
人
經
濟
の
場
合
ょ 

り
出
.發
し
、

最.も
®
雜
な
へ
る

一

.般

的

平

露

に

室

：る

迄

籠

'を

進

め

る0 '
セ

あ

る

が.'
>

_
の
.間
顧

格

旅

因

商&し
$ 

の

傯

傯

論

は

幽

炼
：：

1
K事
れ「

rs
w 

i日
へ
な
い
。
個
<
<
^
^
に
於
ゆ
：る
交
換
顧
傯

©
振
因
：且.尺
度
ビ
：
し
て
の
服
界

« 

用
戰
は
、

前

述

の

通

レ
1

1商

品

交

換«

«
僵

論

に
.：於
$
之
.を
雛
雄
し
た
が' 斯
◊
の
如
く
心
理
的
過
程
に
._
係

し 

感
は
威
情
又
は.意
®

0
强
さ
に
關
係
ず
る
效
用
槪
念
.を
*
換
^

^
論
’に
：導
入
し
«
る
.所
以
は
：>
.恐
ら
く
次
の
五
補
0 

理
_
に
基
もSt

で
'あ
ら
ぅ
ビ
调
ス
ブ
'キ
_
1ば
述
：べ
セ
©
る
:.
0

.

;、'

換̂

偾

赞

«:
ー
旅
因
く
し
て
"

ニ
、
經
濟
現
象
を
最
後
の
諸
®
素
に
ま
で
分
析
せ
る
結
果
^
し
て
"

'
,
1
ニ
>
‘璐
|:
需
耍
供
給
0:
函
數
：の
形
式
だ

 ̂

:
:
.

四

-̂
效
用
な
る
概
念
於
交
換
に
或
る
種
の
影
響
を
及
す
場
合
に
は
、
需
要
供
給
の
li
l

m.に
關
係
せ
し
め
て
說
明
す

ベ
ぎ

も
の
ミ
し
て
、.
 

.
:\

:
1
:

,

.

.

五
、
交
換
の
結
果
の
實
際
的
顧
値
を
制
斷
せ
し
む
る
一
要
素
ピ
し
て
、

紙
ニ.の
理
_
は
' 1

般
敗
平
衡
理
論
は
於
て
は
全
く
捨
.て

ら

れ

て

居

る

-°
.
-彼
は
言
ふ
ー

「

交
換
の
，硏
究
は
、

價

格

•
有
效 

鑛
要
•有
效
供
給
•數
量
•效
用
其
の
他
諸
办
0.
關
係
の
硏
究
で
あ
る

u'VJ(

w>lesents.,' 

100
00

9
, P. 

§)

。即
ち
彼
の
理
論 

の
^

は̂「

價
格
は
^
場
の
举
»;
办
«
立
.が
許
す
だ
か
0;
高
'さ
で
办
ト
、1
っ
：'て
其
：れ
呔
^
衡
の
'「

切
條
件
に
據
：っr.

決
定
?:
れ
る」

ど
要
約
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。(

z
a
w
a
d
z
k
y
,

o
p，clt., 

ppr.I3I-o)

か
る
が
故
に
私
は
ッ
ル
ラ
ス
の
«
値
論
を
以
て「

ニ
*
的」

で
あ
る
ミ
し
、
何
等
の
へ
終
始

--
-
-
*
賞
甘
る
.理
論
を
與
へ
す
、 

ニ
者
其
の
去
執
を
決 

'し‘兼
ね
て
居
る
ど
認
む
る
も
办
で
.あ
る
o
.即
ち
彼
の
價
値
論
に
ft
y 

一
 
一M.
の
流
れ
の
合
し
て
® 

ほ
：淸
濁
明
ら
か
な
る
如
ぐ
、
：心
理
主
*
に
基
く
連
續
的
因
：果
說
ビ
凾
數
關
係
：に

*
ぐ
相
a
依
存
の
理
論
？
の
二
つ
の 

色
彩
が
認
め
、b
れ
な
。
個
人
經
濟
に
於
て
は
、
其
0
交
換
價
値
の
唯
一
' 原
因
且
尺
度
ざ
し
て
の
限
界
效
用
說
を
提
唱 

U
尨
於
、
褂
雜
な
る
社
#
現
象
ビ
レ
t
の
交
換
理
論
に
於
て
は
、
檟
袼
の
唯
r
M因
を
求
む
る
の
木
可
能
を
知
々

> 
經 

»
妳
諧
0:
.乎
0.
相
11
依
據
に
侬
る
一
般
的
平
衡
價
栎
哚
說
明
を
以
て
_
る
。
論
は
节
^H

の
所
言
の
如
く
、
彼
の
4 

般
的
弗
衡
論
故
市
場
に
於
け
る
商
品
量
ミ
其
れ
に
對
す
る
價
格
ビ
の
难
衡
が
確
立
せ
ら
れ
#
も

如

き

諸

條

仲
«>
說

明 

T

f
 

>岛
此
等
諸
猶
の
條
#

0
存
#K

る
S

言
ふ
事
實
は
、
平
衡
の
輝
々
な
る
.
_
間
の
連
帶
關
係
を
示
す
事
に 

由
ク
て
、
檟
格
0;
唯f

M
因
を
發
見
せ
.ん
ど
す
る
猶
て
の
試
み

0:
.” 

|

切
無
效
な
る
_
を
，明
衆
す
る
の
で
あ
る

。(

O
P

O
F 

 ̂S

3

: ;

: 

I 

,

.へ
-'
ノ

パ

’
九
. 

.

然
ら
ば
フ
ぞ.
ー
フ
ス
の
限
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ザ
ン
ヌ
學
派
！

i
:

從
.

へ
ば
舄
鳥
論̂

趨
勢
成
遂
ゆ
义̂

巧
ス
好
廳̂

で
«

«

の
唯I

'

原
因
ミ
し
て
の®
^
 

效
用
說
を
唱
導
せ
し
め
な
が
、
彼0 :

'

6

は
、
事
實
^ :

十
定
の
場
合.ぬ
於
け
：る
平_
§
,

齡
：傲
#

釤
傲
示
し
て
、
該M

因
論
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：
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®
は
明
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で
あ
各
^
斷
定
じ
て
居
厨
る
？
前

蓍
は
眞

.：に
：至
言
ヒ
言
ふ
べ
き

1?
|>
;る
が
1
後者は■
合

 

せ
ざ
な
陳
M -
な
る
所
論
の
無
意
識
的
記
憶
に
過
ぎ
な
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M
a
n
&
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w.
co:
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o
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i
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目qae, p: 

2
4
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又
言
ふ
ー 
'

「
1

般
的
平
衡
爾
は1

1
重
0 :

意
義
に
於
て
.ブ
ル
ラ
：ス
の
純
理
經
濟
學

中

最主
® :

部
分
^

占
む
る
も
の
，で
あ
'
 

る
。
蓋
し
該
#
は
他
の
一
.切
諸
論
の
«
抵
た
るw

典
に
、
.：相
a
依

據

の

特

：

徵

を

最

：
!>
;
著

し<-
表
現
し
て@
る

か

ら

：
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I

O
是

に

山

'
つ

て

口

1
V
X

又
の
敎
授
は>文
學
的
經
濟
藥
者
が
單
に
：因
果
.關

係

0;
:み
#
追
及
し
ヤ
居
.た
分
跸
に
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新
に
影
響
を
及
す
ど
言
ふ
榮
#
を
擔
ふ
の
で
あ
る」

ど(Maret, 

op. 

c
r
d
. 

1
0
9)
。

.
私
も
亦
フA

ラ
ス
の
限
界
效
用
說
を
目
し
て
循
環
論
的
誤
謬
な
り
ど
爲
し
、
獨
斷
を
下
す
に
非
ん
ば
之
を
賞
徹
す 

る
に
*

5

な
き
所
以
を
立
證
し
た
。
パ
レ
エ
ト
等
後
期
ロ
ー
ザ
ン
^
學
派
が
這
，般
の
消
*
を
看
取
し
て
か
>
心
理
的
說
.明 

を
全
ぐ
放
棄
し
て
、
專
ら
經
濟
的
卒
衡
論
に
終
始
せ
ん
ビ
す
る
は
：蓋
じ
自
然
の
：道

程

1?
办

：
ら

が

。
固

ょ

6
ヮ
ダ
ラス

'
が 

循
環
論
的
誤
®
に
陷
つ
■た
の
は•
，經
驗
論
的
說
明
の
.對
象
'̂
_し
て
、
複
雜
な
る
；社
會
現
象
を
前
提
ざ
し
、從
づ
て
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の
檟
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定
し
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し
も
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換
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値
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日
：
ふ
が
鉗

き
經
■
現
象
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へ
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つ
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條
伸
ょ
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察
す
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ば
>
限
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效
用
說
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依
然
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經
濟
指
導
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理
£

て
颇
る
重
耍
な
る
學
說
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を
失
は
ぬ
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へマー
シ
ャ
ル
：
が
短
期
に
於
げ
る
®
格
0
說
明
に
於
て
限
界
效
用
說
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重
要
響
る
は
其
の
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望
本
あ
|
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此
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に
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て
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賞

ス

ー

も

亦
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功
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あ
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れ
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般
的
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に
至
つ
て
は
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ー
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學
派
創
設
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$
し
て
の
：榮
#
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擔
ふ
所
以
の
も
の
で
あ
つ
で
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經
濟
現
象
を
綜
合

的
に
觀
齋
せ
ん
t
す
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以
上
1

平
衡
論
的
價
値
論
以
上
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突
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る
は
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用
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業
た
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ぎ
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；
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濟
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#
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檟
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論
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s霞
を
以
て
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す
る
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が
出
來
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論
の
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揭
第
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述

へ
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フ
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#
論
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し
て
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ラ
，
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せ
す
し
て
完
全
な
る
；牛
«
贤
格
0

廣
立
说
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變
動
の
法
則
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し
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は
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檟
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論
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ら
る
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丨
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y
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學
派
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へ
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交
換
價
値
ご
言
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社
食
的
一
现
象
を
說
明
す
る
其
の
唯
一
理
由
ど
し
て
"
交
換
檟
値
S

因
且
尺
度
を
童
す
る
は
®
る
®
難
？
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す

る

如

何

ど

な

れ

は

"
交

換
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値
は
來
實
上
數
多
0
條
件
に
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據
す
る
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で
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$
、
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の
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一
M
因
を
求
め
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す
れ
ば
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個
人
的
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ら
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假
想
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中
疋(
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 m
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、
全
く
の
抽
象
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に
陷
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の
外
な
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力
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る
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フ
ブ
キ
丨
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が
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ぐ
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換
«
値
め
原
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概
念
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脒
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で
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。經
濟
現
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卷
的
に
看
る
以
上
、
經
濟
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據
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互
影
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あ
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換
猶
敝
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ど
卷
ら
れ
る
も
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、
又
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れ
S
體
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横
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つ
て
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故
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な
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袼
決
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方
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を
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す
る
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囊
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^
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す
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献
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す
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値
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論
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u
s
a
H
o
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に
®
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ツ
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ラ
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結
|
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し
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、
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す
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犮
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す
る
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不
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事
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ち
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經
濟
史
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係
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»
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禽
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せ
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塡
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ど

思
ふ
中
に
は
杯
睛
し
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